
多賀城市次世代育成支援行動計画
「たがじょうすくっぴープラン」

（平成２２年度～平成２６年度）

平成２６年度実施状況報告

資料５



たがじょうすくっぴープラン　施策の体系図

子育て支援事業の充実

1-2
子育てに関する相談・援助
体制の充実

2 保育サービスの充実 2-1 多様な保育サービスの提供

Ⅰ 地域における子育て支援 1
地域における子育て支援
サービスの充実

1-1

Ⅱ
母性、乳児・幼児等の健
康の維持増進

1
子どもと母親の健康の確
保

1-1
子どもの健康づくりの支援と
健やかな発達の促進

3 子どもの健全育成 3-1 子どもの居場所づくり

3-2 地域での子どもの健全育成

2 食育推進 2-1 食育に関する啓発

3 思春期保健対策の充実 3-1
心の健康等相談、情報提供
の推進

1-2
安全で快適な環境での妊娠
と出産

1-3
安心できる子育て環境の推
進

1-4 家庭での事故防止の啓発

Ⅲ
子どもの心身の健やかな成
長のための教育環境の整備

1 次代を担う親の育成 1-1
世代を越えた教育活動の推
進

3-2 健全な体と心の育成支援

4 小児医療の充実 4-1 救急医療体制の整備と情報
の提供

2
生きる力の育成に向けた
教育環境の整備

2-1 学校教育の推進

2-2 幼児教育の充実

4-2 小児医療費の負担軽減

4-3
小児のかかりつけ医・歯科
医の定着促進
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Ⅳ
子育てを支援する生活環
境の整備

1 良質な生活環境の確保 1-1
良好な居住環境の整備・情
報提供

3 家庭や地域の教育力の向上 3-1 家庭教育への支援

3-2 地域の教育力向上

2
安心・安全なまちづくりの
推進

2-1
公共施設等のバリアフリー化
推進

2-2 子育てバリアフリー化推進

4
子どもを取り巻く有害環境
対策

4-1
子どもの健全育成活動の推
進と啓発

Ⅵ 子どもの安全確保 1
子どもの交通安全を確保す
る活動の推進

1-1 交通安全の推進

2-3 防犯運動の推進

Ⅴ 職業生活と家庭生活の両立 1 男性の子育て参画 1-1
父親の家庭生活及び地域生
活への積極的参画

Ⅶ
保護を必要とする子ども
への対応

1 虐待防止対策の充実 1-1
子どもの権利を守るシステム
づくり

2-2 関係機関・団体との連携

2-3 防犯運動の推進

3 被害にあった子どもの保護 3-1 相談体制の整備

3-3 経済支援

3-4 社会参加の促進

3 障害を持つ子どもの支援 3-1
障害児の相談・療育体制の
充実

3-2 生活支援

1-2 虐待予防対策

2 ひとり親家庭の自立支援 2-1 支援体制の充実

1-2
チャイルドシートの正しい使用
方法の周知徹底

2 子どもを犯罪等の被害から
守る活動の推進

2-1 地域での自主防犯・防災体
制づくり
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計画に掲げる全事務事業（目標値が設定されている事業を除く）

評価結果

（１）　全体の傾向

◎施策別成果指標数及び動向の割合

施策別成果指標数

41

子どもの安全確保

保護を必要とする子どもへの対応

0

合計

24

2 16

3 1 15

0

5

0 2

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

7 11 164

4 4

職業生活と家庭生活の両立

37

A
（向上）

B
（やや向
上）

C
（横ばい）

D
（低下・
未実施）

-
(未評価)

1 5

子どもの心身の健やかな成長のための教
育環境の整備

3 7 25

1

0

子育てを支援する生活環境の整備 0 0

3 33 0 0母性・乳児・幼児等の健康の維持増進

9

35

－(未評価) 11

事務事業数　計 164

Ⅵ

Ⅶ

※「-（未評価）」＝社会・経済情勢の影響が大きい指標や評価することが馴染まない指標について
は、評価しないこととしました。

3

地域における子育て支援 2 8 23

施策体系

　事務事業の評価結果を施策ごとにまとめた施策別の状況は、下図のとおりとなっております。
　施策ごとに事業の性質等は異なりますが、「A（向上）」及び「B（やや向上）」の指標は施策Ⅰ「地域
における子育て支援」が最も多くなっています。

0

1 13 0

0 0 2 0

合計

9 21 116

１

21

C（横ばい） 116

D（低下・未実施） 7

A（向上） 9

B（やや向上）

　計画に掲げる全事務事業164事業について、平成２６年度の実績値や事業内容を平成２５年度と

比較し、4段階の区分で評価の判定を行いました。

　「指標のうごき」の状況は下図のとおりとなっており、「C（横ばい）」が全体の71％と最も多く、次いで
「B（やや向上）」が12％、「D（低下・未実施）」6％、「A（向上）」が5％となっております。

A（向上）
5%

B（やや
向上）
12%

C（横ば
い）
71%

D（低下・
未実施）

6%

－(未評
価)
7%
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（２）　施策別の傾向

施策Ⅱ（母性、乳児・幼児等の健康の維持増進）

●成果が向上している主な事業
・幼児期の食育啓発

施策Ⅲ（子どもの心身の健やかな成長のための
教育環境の整備）

●成果が向上している主な事業
・施設整備（学校教育課）
・サポート体制
・芸術文化環境の整備

施策Ⅰ（地域における子育て支援）

●成果が向上している主な事業
・ファミリーサポート事業
・人的資源、社会資源の活用（生涯学習課）
●未実施の主な事業
・特定保育事業
・夜間保育事業
・休日保育事業
・保育ママ制度

Ａ

（向上）
5%

Ｂ

（やや

向上）
19%

Ｃ（横

ばい）
56%

Ｄ

（低下・

未実施）
10%

未評価
10%
施策Ⅰ

Ａ

（向上）
9%

Ｂ（や

や向上）
20%

Ｃ（横

ばい）
71%

Ｄ

（低下・

未実施）
0%

未評

価
0%
施策Ⅲ

Ａ（向

上）
3%

Ｂ（や

や向上）
8%

Ｃ（横

ばい）
89%

Ｄ

（低下・

未実施）
0%

未評

価
0%
施策Ⅱ
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施策Ⅵ（子どもの安全確保）

施策Ⅶ（保護を必要とする子どもへの対応）

●成果が向上している主な事業
・虐待予防対策
・療育システムの推進
・障害児への支援（こども福祉課）

施策Ⅳ（子育てを支援する生活環境の整備）

●未実施の主な事業
・授乳児・育児コーナーの設置
・人にやさしいトイレの整備
・バリアーフリー化された歩道整備

施策Ⅴ（職業生活と家庭生活の両立）Ａ（向

上）
0%

Ｂ（やや

向上）
0%

Ｃ（横ば

い）
100%

Ｄ（低

下・未実
施）
0%

未評価
0%

施策Ⅴ

Ａ

（向上）
0%

Ｂ

（やや

向上）
11%

Ｃ（横

ばい）
56%

Ｄ

（低下・

未実施）
33%

未評価
0%

施策Ⅳ

Ａ

（向上）
12% Ｂ

（やや

向上）
4%

Ｃ

（横ば

い）
63%

Ｄ（低

下・未実

施）
0%

未評価
21%

施策Ⅶ

Ａ

（

向

上）
0%

Ｂ（や

や向上）
6%

Ｃ（横

ばい）
81%

Ｄ（低

下・未実

施）
0%

未評価
13%

施策Ⅵ
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評価基準

【１次評価】　　事業の実績や事業の改善内容による評価

□実績値（数量的）の評価基準

前年度と比較して事業実績値が大きく変動した。

前年度まで未実施だった事業を実施した。

前年度と比較して事業実績値が変動した。

前年度と比較して事業実績値が現状維持で変動がなかった。

事業を休止または未着手、継続検討中のため、実績値がないもの。

□事業内容（質的）の評価基準

前年度と比較して事業内容（質）が大きく充実・拡大した。

前年度と比較して事業内容（質）が充実・拡大した。

前年度と比較して事業内容（質）が現状維持で変動がなかった。

・質的改善を行わなかったが、現状維持できた。

・何らかの質的改善を行ったもの。
Ｂ

A

Ａ

・増加したほうがいい指標：２０％以上減少した。
・減少したほうがいい指標：２０％以上増加した。

・増加したほうがいい指標：６～１９％増加した。
・減少したほうがいい指標：６～１９％減少した。

前年度と比較して事業実績値が低下した。または、休止、未着手だったもの。

・増加したほうがいい指標：前年度と同様か、５％程度増加した。
・減少したほうがいい指標：前年度と同様か、５％程度減少した。

前年度と比較して事業内容（質）が低下した。

B

Ｃ

D

B

・増加したほうがいい指標：概ね２０％以上増加した。
・減少したほうがいい指標：概ね２０％以上減少した。

Ｄ

Ｃ

・何らかの理由により事業内容（質）が低下した。

・対象を拡大するなど、事業内容を大きく改善したもの。
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【２次評価】　　１次評価の結果を基に、総合的に判定した。

　 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｃ

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ

Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ Ｃ

Ｄ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ

実
績
値

（
数
量
的

）

の
評
価

事  業  内  容　（ 質 的 ）  の  評  価
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価

(単位：人）

(単位：延べ人）

■病児・病後児保育事業取組状況 (単位：延べ人）

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

定員 児童数

取組状況

2 1-1

②
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
事
業

(

留
守
家
庭
児
童
学
級

)

児童の健全育成を図るため、
放課後児童健全育成事業の
充実に取り組みます。

■放課後児童健全育成事業
(留守家庭児童学級)
保護者が仕事で昼間家庭に
いない小学１年生から３年生
までの児童に対して、授業終
了後などに適切な遊び場や
生活の場所を与え児童の健
全育成の充実を図ります。

こ
ど
も
福
祉
課

定員 児童数 定員

40 53 40 64 40 68

児童数 定員 児童数 定員 児童数

すぎのこ学級(多小) 40 98 40 56

C
40 66 40 69 40 69

31 40 31 40 25

うぐいす学級(東小) 40 79 40 62

第二すぎのこ学級(多小) 0 0 40 24 40

40 36 40 48 40 33

84 40 81 40 89

第二もみじ学級(城南小) 40 40 40 45

もみじ学級(城南小) 40 69 40 67 40

40 77 40 77 40 67

32 40 31 40 30

あざみ学級 40 91 40 74

つくし学級(鶴児) 40 44 40 25 40

Ｈ25年度 Ｈ26年度

浮島保育所 1,850

3 1-1

③
一
時
保
育
・
特
定
保
育
事
業

■一時保育事業
専業主婦家庭等の育児疲れ
解消、急病や断続的勤務、短
時間勤務等の勤務形態の多
様化等に伴う一時的な保育
を行います。

■特定保育事業
児童の保護者が一定程度(1
か月当たり概ね64時間以上)
の時間、就学前の児童を保
育できない時、必要な日時を
保育所で保育を行います。

こ
ど
も
福
祉
課

320 421 320 447 320 430

42 40 46 40 49

計 280 459 320 389

4,952

すみれ学級 40 38 40 36 40

D

■特定保育事業

平成２７年度から支給認定制度が導入されたことにより、６０時間以
上から保育の必要性が認定されることになったため、実施の必要が
なくなった。

4 1-1

④
施
設
型
病
後
児

保
育
事
業

■病児・病後児保育事業
保育所通所中の児童の病気
回復期にあり、集団保育の困
難な児童に対して保育を行い
ます。

こ
ど
も
福
祉
課

すみれ保育園 116 1007

2,224 2,114 2,939 3343

大代保育園 363 817 1,040 602

4,0952,9312,5871,850計

B

■一時保育事業

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

下馬みどり保育園 68 71 35 54
B

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

351利用会員（人） 270 266 284

426 469会員数（人）

1 1-1

①
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー

ト

事
業

地域の子育て支援機能を強
化するため、子育ての支援を
受けたい方と支援を行いたい
方を会員とし、地域における
育児の相互援助活動を行う
ファミリーサポート事業の充
実を図ります。

子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

3,164 4,310活動件数（件）

Ｈ26年度

373 390

44両方会員（人） 40 36 40 45

771 1,918 2,280

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度

377

70 74協力会員（人） 67 71 66
A

311

Ⅰ　地域における子育て支援

　　　　１ 地域における子育て支援の充実
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

(単位：人）

(単位：件）

(単位：件）

(単位：人）

5 1-2

①
相
談
体
制
の
充
実

福祉・保健・教育などの関係
課と連携し、保育、養育相談
窓口の充実を図ります。

こ
ど
も
福
祉
課

3 3 3 3

家庭相談種別 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

-

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

家庭相談員数 3

　保健相談 1 1 0 2 1

80

その他 97 161 162 117 161
養護相談

児童虐待相談 57 47 77 86

0 0

0

視聴覚障害 0 0 0 1 1

肢体不自由 0 0 0 0

言語発達障害 1 1 1

7

触法行為 6 1 4 2 1
非行相談

ぐ犯行為 4 3 1 5

自閉症 2 1 0 1 0

障害相談

知的障害 1 1 7 0 0

4 3

重度心身障害 0 0 0

15

不登校 16 7 5 7 14
育成相談

性格・行動 6 6 4 8

適性 0 1 5

計 224 267 293 295 355

　その他 28 27 24 55 70

0 0

育児・しつけ 5 10 3 7 2

C

相談種別 Ｈ22年度 Ｈ23年度

6 1-2

①
相
談
体
制
の
充
実

子育てに関する総合的な窓
口となるような相談体制の充
実を目指す。

子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

213 216 238 264 302

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

14電話・メール・訪問相談

467 553 530 755 630自由来館時

1,040 953

1-2

②
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

事
業

育児に対する孤立感や不安・
負担感を少なくし、喜びとゆと
りをもって子育てができるよ
う、乳幼児のいる家庭に対し
て、様々な子育て支援事業を
実施し、地域全体での子育て
支援体制の充実を図ります。

子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

利用者数 10,224 10,528 12,800 14,557 14,447

主催事業参加時相談

29 18 13 21

計 716 799 781

7 12 0 0 7来所相談

13,361 12,988自由来館 9,371 9,558 11,647

1,196 1,459

C7

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

主催事業 853 970 1,153

Ｈ25年度 Ｈ26年度
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

(単位：回）

Ｈ23年度

・子育て応援します(市広報誌年3回)
・すくっぴーネット更新(3回)
・すくっぴーだよりイベントカレンダーの掲載(年12回)

・子育て応援します(市広報誌年3回)
・すくっぴーネット更新(17回)
・すくっぴーだよりイベントカレンダーの掲載(年12回)

Ｈ22年度

・子育て応援します(市広報誌年3回)
・すくっぴーネット更新(3回)
・すくっぴーだよりイベントカレンダーの掲載(年12回)

講座種別

子育てｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸを来館者及びこども福祉課窓口にて配布

Ｈ22年度 利用者と連携し、子育てマップ(ポケット版)を作成・配布

Ｈ26年度

3 3

6 6 8

■取組状況

■情報発信のための環境整
備
市のホームページの子育て
支援コーナーの充実を図りま
す。

子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

C

計 29 32 31 35 35

■子育てマップづくり
子育てに関する情報を掲載し
た「子育てマップ」を作成、配
布を行います。

子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

C

Ｈ23年度 利用者と連携し、子育てマップ(ポケット版)を作成・配布

Ｈ24年度

子育てガイドブック作成し配布
6,000冊作成
市内小学校、幼稚園、保育所等を通じ、4,459冊配布

Ｈ25年度 子育てｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸを来館者及びこども福祉課窓口にて配布

Ｈ26年度

Ｈ24年度

・子育て応援します(市広報誌年3回)
・すくっぴーネット更新(4回)
・すくっぴーだよりイベントカレンダーの掲載(年12回)

Ｈ25年度

■取組状況

C

Ｈ23年度

子育て講話

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

8 1-2

③
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
情
報
の
提
供

■子育てに関する講座の開
催
子育て支援団体等との連携
を図りながら、子育て支援講
座の充実を図ります。

子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

12出前お話会 11 12 12 12

お楽しみ会 11 12 12 12 12

8

1 2 1

・子育て応援します(市広報誌年3回)
・すくっぴーネット更新(12回)
・すくっぴーだよりイベントカレンダーの掲載(年12回)

Ｈ22年度

出前講座 6

10



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■延長保育事業 （延人数）

12

定員（人） 730 750 750 880 940 B

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

保育所数（ヵ所） 9

10 2-1

②
特
別
保
育
事
業

多様な就労形態や保育ニー
ズに対応するため、各種保育
事業の実施、拡充を目指しま
す。

■延長保育事業
保護者の勤務時間、通勤・勤
務の形態によって求められる
保育サービスも異なることか
ら、通常の保育時間内の
サービスで対応が難しい場合
に、延長保育事業を実施しま
す。

こ
ど
も
福
祉
課

待機児童数（人） 128 99 57 70 72

入所児童数（人） 693 672 685 806 924

9 2-1

①
通
常
保
育
事
業

保育所(園)入所児童数の推
移、保育ニーズ及び今後の
見通しを見極め、定員の弾力
的運用等、待機児童の解消
に努めます。

こ
ど
も
福
祉
課

笠神保育所 51 62 60 38 6

9 9 11

266 271 184 256

桜木保育所 196 0 0 0 0

B

保育所名 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

鶴ヶ谷保育所 235

八幡保育所 259 223 259 178 183

志引保育所 383 378 458 338 332

あかね保育所

298 307

下馬みどり保育園 236 299 352 392

342 328 355 370 302

大代保育園 192 207 208 217 288

多賀城泉保育園 141 169 174 148 169

浮島保育所 458 408 389 400 395

計 2,257 2,277 2,814 2,706 2,868

つめ草保育園 58

多賀城すみれ保育園 148 183 180

多賀城はるかぜ保育園 193

C

Ｈ23年度

子育てサークルの情報掲示
サークルの遊びに役立つ備品貸出
・自主サークル件数：2件

Ｈ24年度

子育てサークルの情報掲示
サークルの遊びに役立つ備品貸出
カラーの会立ち上げ
・自主サークル件数：3件 　うち新規件数：1件

Ｈ25年度

子育てサークルの情報掲示
サークルの遊びに役立つ備品貸出
・自主サークル件数：2件

子育てサークルの情報提示
サークルの遊びに役立つ備品貸出
自主サークル（カラーの会）の支援
支援回数：5回

Ｈ26年度

子育てサークルの情報提示
サークルの遊びに役立つ備品貸出
自主サークル（カラーの会）の支援  支援回数：5回

Ｈ22年度

■取組状況

■子育て自主サークルの育
成・支援
子育てに関する自主的な活
動を応援し、サークル化を支
援します。

子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

　　　　２　保育サービスの充実

11



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■病児・病後児保育事業取組状況 (単位：延べ人数）

（単位：回）

関係機関との連携にあたり、市内の認可保育所長連絡会を平成27
年度から実施するため準備会を平成26年12、平成27年2月に開催
した。

C

■取組状況

保護者あての各保育所からのおたよりを毎月発行し、ホームページ
による保育所情報を随時掲載しています。

14 2-1

⑤
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強

化

保育所(園)入所児童の支援
のため、学校、児童館、警察
署、消防署や家庭相談員、民
生委員・児童委員、主任児童
委員等との連携強化を目指し
ます。

こ
ど
も
福
祉
課

C

■取組状況

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

13 2-1

④
保
育
サ
ー

ビ
ス

の
情
報
の
提
供

保育所だよりの発行や市広
報誌、ホームページを活用し
て保育サービスの情報提供
を図ります。

こ
ど
も
福
祉
課

4

認可保育所所長連絡会 - - - -

Ｈ25年度 Ｈ26年度

準備会

8 12 8 12 12

保小連絡会実施 - 1 1 4

要保護児童対策地域協議会実務者会議参加

D

■保育ママ制度取組状況

平成２７年度から市が認可する地域型保育事業の１類型であるた
め、家庭的保育に移行した。

12 2-1

③
研
修
の
充
実

保育所(園)における不測の事
態に対応するための各種研
修の充実を図ります。

こ
ど
も
福
祉
課

下馬みどり保育園 － 68 71 35 54

BＨ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

11 2-1

②
特
別
保
育
事
業

■病児・病後児保育事業
保育所通所中の児童の病気
回復期にあり、集団保育の困
難な児童に対して保育を行い
ます。

こ
ど
も
福
祉
課

■保育ママ制度
保育需要の高まりに対応し、
自宅で預かる保育ママ制度
を検討し、家庭的なきめ細や
かな保育と新しい施設整備を
要しない保育活動を検討しま
す。

C

■取組状況

・各保育所で防災訓練を年1回
・不審者対策訓練を年1回

D

■夜間保育事業取組状況

ニーズが高くないことに加え、実施可能な施設がないため、行わな
い。

■休日保育事業
日曜・祝日の就労等に対応
する休日保育事業の実施を
検討します。

D

■休日保育取組状況

実施可能な施設がなかったため、実施していない。一定程度のニー
ズがあるため、今後一時預かり実施施設を中心に検討を進める。

■夜間保育事業
午前11時から午後10時まで
の保育を行う夜間保育事業
の実施を検討します。

12



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

Ｈ22年度 公立保育所6施設で自己評価を実施

Ｈ23年度 公立保育所4施設で自己評価を実施

Ｈ24年度 公立保育所4施設で自己評価を実施

Ｈ25年度

15 2-1

⑥
保
育
所

(

園

)

の
評
価

児童福祉施設における利用
者の意見を活用しながら保育
所サービス評価を実施し、
ニーズに合った事業の推進
を目指します。

こ
ど
も
福
祉
課

公立保育所4施設で保育士による自己評価及び所長並
びに主任保育士による第三者評価を実施

Ｈ26年度
公立保育所4施設で保育士による自己評価及び所長並
びに主任保育士による第三者評価を実施

C

■取組状況

・平成２３年から廃止となった年少扶養控除及び１６歳から１
８歳までの特定扶養控除の上乗せ部分について、扶養控除
見直し前の旧税額にて算定しました。
・東日本大震災による災害被害者に対する保育料減免の
実施
・減免対象児童数：138名
・減免額：26,176,470 円

Ｈ26年度

・平成２３年から廃止となった年少扶養控除及び１６歳から１
８歳までの特定扶養控除の上乗せ部分について、扶養控除
見直し前の旧税額にて算定しました。
・東日本大震災による災害被害者に対する保育料減免の
実施
・減免対象児童数：145名
・減免額：30,248,410 円

-

■取組状況

Ｈ22年度
・同一世帯から2人以上の就学前児童が保育所等を利用し
ている場合に保育料の軽減（多子軽減）を実施

Ｈ23年度

・同一世帯から2人以上の就学前児童が保育所等を利用し
ている場合に保育料の軽減（多子軽減）を実施
・東日本大震災による災害被害者に対する保育料減免の
実施
・減免対象児童数：168名
・減免額：37,440,540円

Ｈ24年度

・平成２３年から廃止となった年少扶養控除及び１６歳から１
８歳までの特定扶養控除の上乗せ部分について、扶養控除
見直し前の旧税額にて算定しました。
・東日本大震災による災害被害者に対する保育料減免の
実施
・減免対象児童数：127名
・減免額：16,621,630円

Ｈ25年度

16 2-1

⑦
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
配
慮

保育料の国の基準を詳細に
区分することで段階的に設定
し、所得に応じた負担のあり
方を検討します。

こ
ど
も
福
祉
課

13



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

17 2-1

⑧
幼
保
一
体
化
の
推
進

幼保一体化の新たな仕組み
について、国の動向を注視し
ながら、待機児童の解消を図
ります。

こ
ど
も
福
祉
課

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の
推進に関する法律が改正されたことから、認定こども園につ
いては、民間活力の導入を含め、検討を継続します。

Ｈ26年度

認定こども園１箇所の平成２７年度開所を支援しました。幼
稚園に対して、支援新制度の説明にあわせて認定こども園
の解説を行いました。

B

■取組状況

Ｈ22年度 検討中

Ｈ23年度 検討中

Ｈ24年度

就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の
推進に関する法律が改正されたことから、認定こども園につ
いては、民間活力の導入を含め、検討を継続します。

Ｈ25年度

585

4,226

237

12

17,696

294

3,458

行事参加（人）

鶴
ヶ
谷
児
童
館
・
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー

高校生（人） 4 36 80

合計（人） 17,705

　　　　３　子どもの健全育成

小学生（人） 4,199 3,279 3,761

中学生（人） 289 362

5,540 3,782 4,830

3,429

5,539

16,666

開館日数（日） 292 292 293

一般（人） 3,540 2,682

13,385

4,253

Ｈ25年度 Ｈ26年度

鶴児 西部 鶴児 西部

乳幼児（人） 4,133 3,244 3,952

35 36 12 7

3,736 2,286一般（人） 3,507 1,661 4,020 770

291

行事参加（人） 6,058 3,823 5,976 1,850 5,505 3,536

17,309 11,856

開館日数（日） 284

西部児童センター・鶴ヶ谷児童館
館長各1名、児童厚生員各2名で指導を行っている。

B

鶴児 西部 鶴児 西部 鶴児 西部

Ｈ22年度 Ｈ23年度

■取組状況

18 3-1

①
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

の
活
用

児童に健全な遊び場を与え、
健康増進と情操を豊かにす
ることを目的に、個別的及び
集団的指導を行います。

■施設利用状況

Ｈ24年度

4,558 2,814乳幼児（人） 4,162 2,050 5,059 912

1,474 2,485 2,746

合計（人） 15,415 10,239

1,700 3,383

185

小学生（人） 2,944

21

120 255中学生（人） 136 143 113

285 293 138

17,980 5,357

291

高校生（人） 78

14



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

Ｈ24年度

○児童遊園の安全点検
・鶴ヶ谷児童館：1,823,23㎡
・西部児童センター：1,420,00㎡
・施設内樹木の剪定等
シルバー人材センターへ委託（通年）
・施設内遊具の点検
年1回、業者に委託

Ｈ22年度

・児童遊園の安全点検
児童館・児童センター職員
・施設内樹木の剪定等
シルバー人材センターへ委託
・施設内遊具の点検
年1回、業者に委託

②
公
園
で
の
遊
び
場
の
確
保

児童遊園や街区公園等の適
正な管理を行い、児童の遊び
場を確保するとともに、公園
等の整備を図ります。

鶴
ヶ
谷
児
童
館
・
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー

■取組状況

Ｈ25年度

○児童遊園の安全点検
・鶴ヶ谷児童館：1,823,23㎡
・西部児童センター：1,420,00㎡
・施設内樹木の剪定等
シルバー人材センターへ委託（通年）
・施設内遊具の点検
年1回、業者に委託

Ｈ26年度

○児童遊園の安全点検
・鶴ヶ谷児童館：1,823,23㎡
・西部児童センター：1,420,00㎡
・施設内樹木の剪定等
シルバー人材センターへ委託（通年）
・施設内遊具の点検
年1回、業者に委託

C

Ｈ23年度

・児童遊園の安全点検
児童館・児童センター職員
・施設内樹木の剪定等
シルバー人材センターへ委託
・施設内遊具の点検
年1回、業者に委託

19 3-1

15



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

21 3-1

③
維
持
管
理

定期的な公園施設、公園内
樹木剪定等の維持管理を実
施し、児童の遊び場を確保し
ます。

道
路
公
園
課

■取組状況

Ｈ22年度
・各公園遊具の点検　148公園
・公園の維持補修（照明灯・遊具・外柵）
・公園遊具施設等の不具合件数467箇所

20 3-1

②
公
園
で
の
遊
び
場
の
確
保

児童遊園や各種公園等の適
正な管理を行い、児童の遊び
場を確保するとともに、公園
等を整備します。

道
路
公
園
課

C

Ｈ26年度
・各公園遊具の点検　149公園
・公園の維持補修（照明灯・遊具・外柵）
・公園遊具施設等の不具合件数249箇所

Ｈ23年度
・各公園遊具の点検　148公園
・公園の維持補修（照明灯・遊具・外柵）
・公園遊具施設等の不具合件数492箇所

Ｈ24年度
・各公園遊具の点検　149公園
・公園の維持補修（照明灯・遊具・外柵）
・公園遊具施設等の不具合件数433箇所

Ｈ25年度
・各公園遊具の点検　149公園
・公園の維持補修（照明灯・遊具・外柵）
・公園遊具施設等の不具合件数249箇所

・各公園樹木の剪定 996本
夏期・冬期剪定を業者に委託

Ｈ24年度
・各公園樹木の剪定　1,022本
夏期・冬期剪定を業者に委託

■取組状況

C

Ｈ26年度
・各公園樹木の剪定　658本
・樹木等病害虫駆除

Ｈ25年度
・各公園樹木の剪定　1,013本
・樹木等病害虫駆除

Ｈ22年度
・各公園樹木の剪定 1,524本
夏期・冬期剪定を業者に委託

Ｈ23年度

16



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

市民団体による各種教室を実施

■取組状況

公園等樹木植栽数 6,590 6,518 6,084 8,254

道
路
公
園
課

Ｈ22年度 Ｈ23年度

Ｈ25年度

・茶道教室：１５名
・創作マンガ教室：９名
・料理教室：３７名
・演劇教室：１１名　（計　７２名）

Ｈ24年度

・茶道教室：１０名
・創作マンガ教室：１１名
・料理教室：３６名
・自然観察教室：１０名
・演劇教室：８名　（計　７５名）

Ｈ23年度 東日本大震災により実績なし

8,254

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 C22 3-1

④
施
設
の
整
備

計画的に新設公園内への植
栽等の整備を進め、児童の
遊び場を確保します。

Ｈ26年度

・料理教室：３２名
・茶道教室：１０名
・自然観察教室：８名
・創作まんが：１１名（計　６１名）

Ｈ22年度

・茶道教室：１６名
・創作マンガ教室：１４名
・工作教室：８名
・料理教室：３４名
・自然観察教室：１９名
（平成２２年２月末日現在）

C

■取組状況

23 3-1

⑤
公
共
施
設
等
の
利
用
・
活
用

休日等に学校の校庭などの
公共施設の利用・活用を図り
ます。

生
涯
学
習
課

ホームページ・広報に情報掲載
月刊紙（じどうかんだより、児童センターだより）をＰＤＦ
化し、ホームページへ掲載。
年間を通して、ジュニアリーダーや老人クラブ等と協力
し行事を開催。

B

■取組状況

Ｈ22年度
ホームページ・広報に情報掲載
年間を通して、ジュニアリーダーや老人クラブ等と協力
し行事を開催。

Ｈ23年度
ホームページ・広報に情報掲載
年間を通して、ジュニアリーダーや老人クラブ等と協力
し行事を開催。

Ｈ24年度

24 3-2

①
子
ど
も
の
健
全
育
成
事
業

児童館(センター)による子ど
も健全育成の推進を図りま
す。
子どもの利用促進、児童クラ
ブ、幼児クラブなどの行事の
充実を図るとともに、中学・高
校生の居場所となるプログラ
ムの作成、実施に努めます。

鶴
ヶ
谷
児
童
館
・
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー

ホームページ・広報に情報掲載
月刊紙（じどうかんだより、児童センターだより）をＰＤＦ
化し、ホームページへ掲載。
年間を通して、ジュニアリーダーや老人クラブ等と協力
し行事を開催。

Ｈ26年度

ホームページ・広報に情報掲載
月刊紙（じどうかんだより、児童センターだより）をＰＤＦ
化し、ホームページへ掲載。
年間を通して、ジュニアリーダーや老人クラブ等と協力
し行事を開催。

Ｈ25年度

17



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

(単位：団体）

(単位：回）

Ｈ23年度
子どもまつり、こどもフェスティバルなどをはじめ、各種
事業の際に自主サークル等と連携して企画・運営を
行っている。

Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

9

西部児童センター

9

Ｈ22年度

鶴ヶ谷児童館 142 143 146

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

9

Ｈ24年度

こどもフェスティバルなどをはじめ、各種事業の際に自
主サークル等と連携して企画・運営を行っている。
○こどもまつり（鶴ヶ谷児童館主催）
協力団体数：9団体
○こどもフェスティバル（西部児童センター主催）
協力団体数：12団体

Ｈ25年度

Ｈ25年度

西部児童センター 105 65 95 109 122

137 143

Ｈ26年度

■イベント開催回数

こどもフェスティバルなどをはじめ、各種事業の際に自
主サークル等と連携して企画・運営を行っている。
○こどもまつり（鶴ヶ谷児童館主催）
協力団体数：10団体
○こどもフェスティバル（西部児童センター主催）
協力団体数：15団体

Ｈ26年度

こどもフェスティバルなどをはじめ、各種事業の際に自
主サークル等と連携して企画・運営を行っている。
○こどもまつり（鶴ヶ谷児童館主催）
協力団体数：9団体
○こどもフェスティバル（西部児童センター主催）
協力団体数：15団体

■取組状況

Ｈ22年度
子どもまつり、こどもフェスティバルなどをはじめ、各種
事業の際に自主サークル等と連携して企画・運営を
行っている。

■登録協力団体数

鶴ヶ谷児童館

151513 12 12

8 9

C25 3-2

②
自
主
サ
ー

ク
ル
等
と
の
連
携

親子、世代間交流の事業を
実施し、児童養育支援に関す
る活動の充実を図ります。

鶴
ヶ
谷
児
童
館
・
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー

18



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■取組状況

C26 3-2

③
社
会
福
祉
協
議
会

、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携

社会福祉協議会や担当地区
における民生委員・児童委
員、主任児童委員との連携を
図り、子どもの健全育成推進
活動への支援を図ります。

学校スクールソーシャルワーカーの機能拡大を図りな
がら、こども福祉課や児童相談所等との連携の機会を
探りながら、子育て・教育の相談事業の充実と情報の
共有化を進めている。

社
会
福
祉
課

民生委員・児童委員、主任児童委員による相談体制の他、各種証
明・事実関係の確認等を行っている。
また、要保護児童の発見の通告を行っている。

27 3-2

④
人
的
資
源
・
社
会
資
源
の
活
用

学校PTAやジュニアリー
ダー、地域子ども育成会、学
校機関などとの連携及び活
用の充実を図る。
また、福祉・教育関係の各施
設との連携及び活用充実に
努めます。

学
校
教
育
課

学校スクールソーシャルワーカーの機能拡大を図りな
がら、こども福祉課や児童相談所等との連携の機会を
探りながら、子育て・教育の相談事業の充実と情報の
共有化を進めている。

Ｈ26年度

C

■取組状況

Ｈ22年度
子どもは地域で見守ることを目的に学校と町内会が連
携を図りパトロールを実施している。(10校)

Ｈ23年度
子どもは地域で見守ることを目的に学校と町内会が連
携を図りパトロールを実施している。(10校)

Ｈ24年度

学校スクールソーシャルワーカーの機能拡大を図りな
がら、こども福祉課や児童相談所等との連携の機会を
探りながら、子育て・教育の相談事業の充実と情報の
共有化を進めている。

Ｈ25年度
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

Ｈ26年度

○多賀城小学校、多賀城八幡小学校、多賀城東小学
校、山王小学校で放課後子ども教室を実施。
・開催延日数：272日
・参加者数：7,547人
・ボランティア登録人数：57人
・実施小学校：4校
○東豊中学校区、第二中学校区、多賀城中学校区で
学校支援地域本部事業を実施。

Ｈ25年度

○多賀城小学校、多賀城八幡小学校、多賀城東小学
校で放課後子ども教室を実施。
・開催延日数：219日
・参加者数：5,813人
・ボランティア登録人数：49人
・実施小学校：3校
○東豊中学校区、第二中学校区で学校支援地域本部
事業を実施。

28 3-2

④
人
的
資
源

、
社
会
資
源
の
活
用

学校PTAやジュニアリー
ダー、地域子ども育成会、学
校機関などとの連携及び活
用の充実を図ります。
また、福祉・教育関係などと
の連携及び活用充実に努め
ます。

A

■取組状況

生
涯
学
習
課

Ｈ23年度

・H２３より子ども会事務を中央公民館に移管
・多賀城小学校、八幡小学校で放課後子ども教室を実
施
・開催延日数：164日
・参加者数：3,150人
・ボランティア登録人数：30人
・実施小学校：2校

Ｈ24年度

・多賀城小学校、八幡小学校で放課後子ども教室を実
施
・開催延日数：180日
・参加者数：5,172人
・ボランティア登録人数：33人
・実施小学校：2校

Ｈ22年度

・東豊中学校区学校支援地域本部による学校教育支
援活動実施
・多賀城小学校、八幡小学校で放課後子ども教室を実
施
・開催延日数：156日
・参加者数：2,643人
・ボランティア登録人数：52人
・実施小学校：2校
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

学
校
教
育
課

Ｈ23年度
小学校総合学習の時間等で地域の高齢者を招き、昔
遊び体験等を実施。(6校)
中学校職業体験で介護施設の訪問(4校)

Ｈ24年度
小学校総合学習の時間等で地域の高齢者を招き、昔
遊び体験等を実施。(6校)
中学校職業体験で介護施設の訪問(4校)

29 3-2

⑤
世
代
間
交
流
事
業
の
推
進

児童と高齢者との交流、介護
施設の訪問、学校行事への
地域住民等の招待など、世
代間ふれあいの仕組みづくり
を推進します。

C

■取組状況

Ｈ26年度

小学校総合的な学習の時間などで、地域の高齢者を
学校に招き、昔遊びや農作業の体験等を実施した。(6
校)
中学校職場体験学習で、老人介護施設等を訪問し、
数日間にわたり業務体験を実施した。(4校)

Ｈ22年度
小学校総合学習の時間等で地域の高齢者を招き、昔
遊び体験等を実施。(6校)
中学校職業体験で介護施設の訪問(4校)

Ｈ25年度

小学校総合的な学習の時間などで、地域の高齢者を
学校に招き、昔遊びや農作業の体験等を実施した。(6
校)
中学校職場体験学習で、老人介護施設等を訪問し、
数日間にわたり業務体験を実施した。(4校)
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

5 4

31 3-2

⑥
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
の
体
制
充
実

家庭相談員、青少年育成セ
ンターとの連携・協力により、
子どもの健全育成の啓発、相
談体制の充実に努めます。

生
涯
学
習
課

電話相談（件） 49

面接相談（件） 5

Ｈ22年度

30 3-2

⑥
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
の
体
制
の
充
実

市保育施設等へのボランティ
アを積極的に受け入れ、子ど
もの育成に携わる人材育成
を推進します。

学
校
教
育
課

C

■取組状況

Ｈ23年度 中学校職業体験で市内保育所の訪問(4校)

中学校職業体験で市内保育所の訪問(4校)

Ｈ26年度
中学校職場体験学習で市内保育所を訪問し、数日間
にわたり業務体験を行った。(4校)

Ｈ25年度
中学校職場体験学習で市内保育所を訪問し、数日間
にわたり業務体験を行った。(4校)

Ｈ24年度 中学校職業体験で市内保育所の訪問(4校)

■取組状況

C

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

Ｈ26年度
・青少年指導員による電話や面談による相談業務
・児童福祉及び学校教育関係との連携

相談回数（回） 45 17

4 21件相談件数（件）

31 21件

Ｈ22年度
・青少年指導員による電話や面談による相談業務
・児童福祉及び学校教育関係との連携

Ｈ23年度
・青少年指導員による電話や面談による相談業務
・児童福祉及び学校教育関係との連携

Ｈ25年度
・青少年指導員による電話や面談による相談業務
・児童福祉及び学校教育関係との連携

5件

Ｈ24年度
・青少年指導員による電話や面談による相談業務
・こども福祉課家庭相談員、青少年育成センター相談
員及び学校教育関係との連携

16件

22



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

○職場体験学習 (単位：人）

　　　　　　西部児童センター

・平成22年度 ・平成23年度

・平成24年度 ・平成25年度

・平成26年度

16

・毎月1回、家庭相談員3名で会議を実施
・こども福祉課家庭相談員、青少年育成センター相談員及
び学校教育関係との連携

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

C

■取組状況

Ｈ22年度
・毎月1回、家庭相談員3名で会議を実施
・中学校職業体験を市内保育所で実施（4校）

Ｈ23年度
・毎月1回、家庭相談員3名で会議を実施
・中学校職業体験を市内保育所で実施（4校）

Ｈ24年度

・毎月1回、家庭相談員3名で会議を実施
・こども福祉課家庭相談員、青少年育成センター相談員及
び学校教育関係との連携

Ｈ25年度

387 421

・実施中学校：市内中学校

・体験先：公立4保育所

　　　　　　鶴ヶ谷児童館

33 3-2

⑦
家
庭
相
談
事

業

児童の家庭に関する相談事
業を充実し、(相談員3名配
置)、専門的なアドバイスを行
うことにより、児童福祉の向
上を図ります。

こ
ど
も
福
祉
課

相談件数（件）

体験人数 31 23 27 28

32 3-2

⑥
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
の
体
制
充
実

家庭相談員、青少年育成セ
ンターとの連携・協力により、
子どもの健全育成の啓発、相
談体制の充実を図ります。
また、市保育施設等へのボラ
ンティアを積極的に受け入
れ、子どもの育成に携わる人
材育成を推進します。

こ
ど
も
福
祉
課

・毎月1回、家庭相談員3名で会議を実施
・こども福祉課家庭相談員、青少年育成センター相談員及
び学校教育関係との連携

Ｈ26年度

34 3-2

⑧
児
童
手
当
支
給
事
業

子どもを養育する家庭の生
活の安定と次代を担う子ども
の健全育成を図るため、国の
施策に基づき児童手当(子ど
も手当)を支給します。

こ
ど
も
福
祉
課

295 355

相談回数（回） 2,109 4,936 5,602 3,058 5,446

-

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

297

63,317

支給金額総額（千円） 1,051,960
特措

受給者（人） 6,174

延児童数（人） 31,217

-

受給者（人） 6,372
つなぎ

受給者（人） 6,060

延児童数（人） 80,920 延児童数（人）

支給金額総額（千円） 1,048,835 支給金額総額（千円） 1,034,120

延児童数（人）

児手
受給者（人） 6,140

児手
受給者（人） 6,180

延児童数（人） 77,636

支給金額総額（千円） 1,174,576

特措
受給者（人） 6,232

特措
受給者（人）

延児童数（人） 16,510

支給金額総額（千円） 1,031,480

特措
受給者（人）

延児童数（人）

児手
受給者（人） 6,134

延児童数（人） 92,655

延児童数（人） 93,029
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価

■個別健診受診率 （単位：人）

■集団健診受診率 （単位：人）

■乳幼児健康相談

取組状況

Ⅱ　母性、乳児・幼児等の健康の増進

　　　　１　子どもと母親の健康の確保

35 1-1

①
健
康
づ
く
り
の
支
援

12 12 12 12

73 71

79.6 82.5

C

43 47

Ｈ26年度

11

79

65

82.3 83.9 81.6

Ｈ25年度

相談者数（人） 54 57 87 87

570 530 93.0%

問題解決者数(人）

解決率（％)

529 91.0%

２歳６か月児歯科健診 623 536 87.1%

受診者 受診率

581

520

533 91.3%

Ｈ２６年度

対象

すべての子どもが各種乳幼
児健康診査及び相談を受け
られる体制を充実します。

■乳幼児健診
乳幼児一般健康診査（２か
月、８～９か月）、３～４か月
児健康診査、１歳６か月児健
康診査、２歳６か月児歯科健
康診査、３歳児健康診査を実
施し、また、精密検査が必要
な乳幼児に対しては、宮城県
中央地域子どもセンターによ
る乳幼児精神発達精密健康
診査を活用し、適切な養育支
援に役立てます。

健
康
課

１歳６か月児健診 597

Ｈ22年度

１歳６か月児健診 592 583 98.5%

２歳６か月児歯科健診 609 524 86.0%

■相談体制
発育・発達及び育児・予防接
種に関することや乳幼児の栄
養等の相談を実施していきま
す。

回数（回）

Ｈ２４年度

86.0% 597

対象 受診者 受診率

３歳児健診

597

656 606 92.4% 621

１歳６か月児健診 664

３歳児健診 651 584 89.7%

63089.9%

614

３～４か月児健診 584 581 99.5% 604 598

549

566 94.8% 626 606 96.8%

Ｈ２５年度

対象 受診者 受診率

644

Ｈ２４年度 Ｈ２５年度

対象 受診者

対象 受診者対象 受診者 受診率

２か月健診 726 561 77.3% 709 601

８か月健診 765

724 547 75.6%

８か月健診 770

505 66.0% 752 516

596 96.0%

受診率 対象 受診者 受診率

84.8%

68.6%

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

83.2%２歳６か月児歯科健診 87.5% 589 490

96.0%605

537

85.2%

受診率

３～４か月児健診

503 65.3%

99.0%

Ｈ２６年度

対象 受診者 受診率

２か月健診

63.3% 804 510 63.4%８か月健診 792

Ｈ２３年度

対象 受診者 受診率 対象 受診者

２か月健診

受診率

759 590 77.7% 766 557 72.7%

３～４か月児健診 588 581 98.8%

Ｈ23年度 Ｈ24年度

C

501

３歳児健診 584

Ｈ２２年度
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■集団予防接種 （単位：人）

■個別予防接種 （単位：人）

■各種相談事業

■乳児全戸家庭訪問事業 （単位：人）

1,660 630 273

12

53 71 57 80

12 306

23

離乳食講習会

言語相談 9 25 9

Ｈ２５年度

言語相談 11 27 12 34

74

遊びの教室 20

子宮頸がん 119 7

不活化ポリオ

Ｈ２６年度

615

離乳食講習会 12

相談者数 回数

11

実訪問件数（件） 621 576 568

62

20 285

164

回数

220

相談者数

健康相談 12 87 12 87

発達相談

99.2 97.8

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度

583 620 602

589

実施率（％） 96.9 97.0 97.4

1,735

557

36 1-1

②
支
援
体
制
の
充
実

子どもと母親の心身の健康
保持増進ができるよう支援体
制を充実します。

■相談体制
あそびの教室、発達相談、言
語相談の実施及び離乳幼児
食講習会などを通して、健康
や栄養に関する知識や技術
を啓発します。

四種混合

健
康
課

■予防接種事業
定期予防接種（三種混合、ポ
リオ、麻しん、風しん）、MR
（はしか、風しん混合）、日本
脳炎、BCGの接種を実施しま
す。また、子宮頸がん予防ワ
クチンの助成を行います。任
意接種等、新しいウイルスに
よる感染病が予測されるとき
などは、国、県と連携して感
染予防対策を推進します。

回数

Ｈ26年度

対象者数（人） 641 594

37 1-1

②
支
援
体
制
の
充
実

■新生児・妊産婦の健康管
理
出産前後の母親や生後４か
月頃までの子どもを対象に助
産師等が訪問する「乳児家庭
全戸訪問事業」を継続して実
施します。
また、産後間もない母親の心
の状態に焦点を当てたスク
リーニングを実施し、支援の
必要な母親には「養育支援家
庭訪問事業」を継続して、母
親のメンタルヘルスの向上に
努めます。

健
康
課

568 484

Ｈ23年度

53 71

32

12 328

418

12

245 15

849

麻しん風しん混合1期・2期

風しん1期・2期 0 0 0 0

540

麻しん1期・2期 0 0 01 0

375 1,885 2,284

433

三種混合 2,570 2,455

二種混合 519

BCG 592 633

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度受診者数 Ｈ22年度

2,506 2,442

2,457 2,241 2,771

ヒブ

受診者数

578

452

1,101 1,170

0

ポリオ 1,297

Ｈ22年度

2,067 636 147

Ｈ25年度

961

1,219

日本脳炎1期・2期

1,103

Ｈ23年度 Ｈ24年度

2,813

1,245

1,247

発達相談 54 60

115

65 12 76健康相談

53719

C

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

相談者数 回数 相談者数

水痘

18遊びの教室 20 551

Ｈ26年度

C

2,632 2,441

小児用肺炎球菌

相談者数 回数

11 89

C

25



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■支援体制 （単位：回）

■母子健康手帳交付 （単位：冊）

■妊婦健診

（単位：件）

Ｈ26年度

すくすくハッピー１・２・３(１６回)
キッズデー(3回)、おしゃべり広場（１２回）
低体重児の会「カラーの会」(7回)
ハッピーコンサート(２回)
プレママ集まれ(４回)
等の事業でふれあい交流の場を提供している。

すくすくハッピー１・２・３(１６回)
キッズデー(２回)、おしゃべり広場（１２回）
低体重児の会「カラーの会」(５回)
親子ハッピーコンサート(２回)
プレママ集まれ(４回)
等の事業でふれあい交流の場を提供している。

低体重児の会「カラーの会」を立ち上げ、毎月交流を
図るようになる。

子育てサポートセンターにおいて、妊婦さんを対象に
「プレママ事業」を新設し、出産前から子サポを周知し
安心して子育てできるよう支援強化を図る。(年4回)

Ｈ22年度

計

■取組状況

C

C

相談種別

755 637自由来館時 467

訪問相談

主催事業参加時

電話・メール相談

38 1-2

①
妊
娠
・
出
産
の
安
全
性
と
快
適

さ
の
確
保

妊娠の届出をした者に対する
母子健康手帳の交付と健康
教育や健康相談を実施しま
す。また、出産後の健やかな
生活のため、妊婦訪問指導、
妊婦健康診査への助成、両
親学級等を実施します。

健
康
課

39 1-2

②
新
生
児
・
産
婦

の
健
康
管
理

医療機関と連携して、新生児
や産婦の健康管理に努めま
す。

健
康
課

延回数(回） 14

100 78 93 98

回数

事例検討会

Ｈ24年度 Ｈ25年度

■取組状況

C支援が必要なケースは医療機関と連携をとっている。

C

14 14

7,154 7,401 7,525

延対象者数（人） 740 664 697 689 698

Ｈ23年度

590 609 602 618

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

35 42 38

85

35
C

Ｈ26年度

交付数 676

実

■支援体制
保育所、太陽の家、幼稚園、
学校、保健所等が連携し、子
どもの発達を支援します。

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

40

216

21 1429 18 13

0 07

1,040 953716 799 781

連絡回数

52

受診者数（人） 7,904 7,341

14 14

Ｈ22年度

553 530

264 302

12 0

1-3

①
相
談
事
業

相談窓口を開設し、子育てに
関する不安解消のための支
援を行います。

子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

213 238

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

Ｈ25年度

41 1-3

②
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

親と子どもが楽しく遊び、親
子がふれあう機会と親同士
の交流の場としての「子育て
サポートセンター」、「児童セ
ンター」、「児童館」を充実して
いきます。

子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

Ｈ23年度
出産後、親が孤立して子育てしないように「おしゃべり
広場」事業を新設し、ふれあいの場および交流の場を
提供している。(毎月１回)

Ｈ24年度

26



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■子育てボランティア （単位：人）

43 1-3

③
子
育
て
情
報
の
充
実

あそび場、医療機関を掲載し
た子育てマップや健康カレン
ダー等の子育て情報を充実
します。

子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

42 1-3

③
子
育
て
情
報
の
充
実

あそび場、医療機関を掲載し
た子育てマップや健康カレン
ダー等の子育て情報を充実
します。

登録人数 17 18 20 20 27

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

健
康
課

Ｈ22年度
タイムリーな情報提供のため、広報誌掲載（年３回）、
ホームページの更新（随時）、乳幼児健診モバイル版
の更新を行っている。

Ｈ26年度
タイムリーな情報提供のため、広報誌掲載（年３回）、
ホームページの更新（随時）、乳幼児健診モバイル版
の更新を行っている。

■取組状況

C

Ｈ23年度
タイムリーな情報提供のため、広報誌掲載（年３回）、
ホームページの更新（随時）、乳幼児健診モバイル版
の更新を行っている。

Ｈ24年度
タイムリーな情報提供のため、広報誌掲載（年３回）、
ホームページの更新（随時）、乳幼児健診モバイル版
の更新を行っている。

Ｈ25年度
タイムリーな情報提供のため、広報誌掲載（年４回）、
ホームページの更新（随時）、乳幼児健診モバイル版
の更新を行っている。

C

44 1-3

④
子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成

市内で活動する子育てボラン
ティアの支援に努めます。

子

育

て

サ

ポ
ー

ト

セ

ン

タ
ー

Ｈ23年度

Ｈ24年度

Ｈ25年度

はっぴー子育て情報誌の発行(毎月)・設置
ポケット版の子育てマップを作成し、各施設に設置して
いる。

子育てガイドブックを6,000冊作製。
すくっぴーネットの子育て情報を毎月更新する。

子育てｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸを来館者へ配布。
すくっぴーネットの子育て情報を毎月更新する。

B

Ｈ22年度
はっぴー子育て情報誌の発行・設置
ポケット版の子育てマップを作成し、各施設に設置して
いる。

Ｈ26年度
子育てｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸを来館者へ配布。
すくっぴーネットの子育て情報を毎月更新する。

■取組状況

27



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■母子健康手帳交付教室

■母子健康手帳交付教室

■３～４か月児健診での全員指導

■幼児健診面接指導 （単位：人）

■保育所におけるアレルギー対応食の提供 （単位：食）

51 51

子どもの食を通じた豊かな人
間性の形成や、家族関係に
よる心身の健全育成を図るた
め、乳幼児からの望ましい食
習慣の定着を図ります。

■妊娠授乳期の食育啓発
安心安全な妊娠・出産のた
め、母子健康手帳の交付に
合わせて食育を啓発します。

Ｈ23年度
健診時アンケートを実施し、支援が必要なケースを県
小児科医会より派遣されている心理士や専門機関で
の相談につなげている。

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

1歳6か月児健診■幼児期の食育啓発
食べる意欲を大切にし、食の
体験を広げるために健診時
の栄養相談、各種講習会を
行います。また、保育所では
一人ひとりの状況に合わせた
アレルギー対応食の提供と
栄養指導を行います。

健
康
課

501 421 609 463 482

4,705 5,216提供延べ食数 9,669 7,670 5,581

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度

計 1,718 1,644 1,234 644 1,054

Ｈ26年度

■乳児期の食育啓発
食育推進のため、健康診査
実施時に合わせて全員に栄
養相談を行います。また、希
望者には離乳食指導を行い
ます。保育所では発達段階に
応じた離乳食を提供するほ
か、子どもの食に関する相談
に応じます。

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

24

297

3歳児健診 584 549 473 219 382

597 605 488 157 375

2歳6か月児歯科健診 537 490 273 268

47 2-1

①
食
育
啓
発

健
康
課

A

災害の被害を受けた乳児・幼
児及び保護者の健康につい
て相談を受け、臨床心理士や
子ども総合センター等の専門
機関につなげます。

健
康
課

参加人数（人）

46 1-4

家
庭
で
の
事
故
防

止
の
啓
発

乳幼児期に親の不注意によ
る事故を予防するためのパン
フレットを配布し、啓発しま
す。

健
康
課

Ｈ26年度

　　　　２　食育推進

Ｈ24年度
健診時アンケートを実施し、支援が必要なケースを県
小児科医会より派遣されている心理士や専門機関で
の相談につなげている。

■取組状況

C

Ｈ25年度
健診時アンケートを実施し、支援が必要なケースを県
小児科医会より派遣されている心理士や専門機関で
の相談につなげている。

Ｈ26年度
健診時アンケートを実施し、支援が必要なケースを県
小児科医会より派遣されている心理士や専門機関で
の相談につなげている。

Ｈ22年度 実績なし

開催回数(回） 48 52 51
C

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度

45 1-3

⑤
乳
児
・
幼
児
の
心
の
ケ
ア

25 25 25

C

Ｈ26年度

C

Ｈ25年度

51

Ｈ26年度

参加人数（人） 606 596 581 598 581

25開催回数(回）

開催回数(回） 48 52 51 51

参加人数（人） 501 421 609 463 482

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度

28



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■親子の食育推進

■地域の食育推進、育成状況

■取組状況

60 953

■学童・思春期の食育啓発
学校給食を通じて、食に関す
る正しい知識を広めます。心
身ともに健康であるために
は、バランスのとれた栄養の
摂取と規則正しい食習慣が
必要であるという考え方を啓
発します。

健
康
課

48

1,269

287
食生活改善推進員定
例会

9

食生活改善推進員定
例会

6 311 6 291

食生活改善推進員養
成講習会

講習会

Ｈ２５年度 Ｈ２６年度

開催回
数（回）

参加延
べ人数
（人）

開催回
数（回）

地区伝達講習会 94

親子クッキング 4

227

1,584

地区伝達講習会 69 3,717

参加延
べ人数
（人）

8 68

68 4 19

参加延
べ人数
（人）

開催回
数（回）

参加延
べ人数
（人）

開催回
数（回）

Ｈ２４年度

41

参加延
べ人数
（人）

8 105

42

講習会

2-1

②
食
べ
る
力
を
育
む
た
め
の
環
境
の
充
実

子どもの心身の健全育成、生
きる力を育む人づくりのた
め、望ましい食習慣について
の基礎知識の提供を図りま
す。

■親子、家庭における食育推
進
家族と一緒に食べることの楽
しさ、食べ物の大切さや命に
感謝することを幼児食講習会
（親子クッキング）事業を通じ
て啓発します。

■地域での食育推進
料理講習会、給食試食会な
どを通じて、地域での食に関
する学習機会の充実に努め
ます。また、食生活改善推進
員の育成事業を充実します。

健
康
課

親子クッキング 5 37 45

H２４年度

402 5

8 113
食生活改善推進員養
成講習会

離乳食講習会(2回食） 6 72 136 9 90

開催回
数（回）

180

離乳食講習会（3回食） 6 53 109 6 74 148

Ｈ２３年度

C
Ｈ24年度

栄養士による栄養指導の実施
献立表・人気レシピの配布
食育だよりの発行

Ｈ25年度

栄養士による栄養指導の実施
献立表の配布
給食だよりの発行
食育リーフレットの発行

Ｈ26年度

栄養士による栄養指導の実施
献立表の配布
給食だよりの発行
食育リーフレットの発行

人数
（人）

開催
回数
（回）

組数
（組）

人数
（人）

講習会

B

6

71

90 1,393

H２５年度 H２６年度
開催
回数
（回）

組数
（組）

8376 3 33 74 5

6

Ｈ22年度
栄養士による栄養指導の実施
献立表・人気レシピの配布
食育だよりの発行

組数
（組）

Ｈ２２年度

Ｈ23年度
栄養士による栄養指導の実施
献立表・人気レシピの配布
食育だよりの発行

59 118

講習会

H２２年度

6 58離乳食講習会（3回食） 6 75

152155 5

116151

人数
（人）

51

H２３年度
開催
回数
（回）

組数
（組）

人数
（人）

開催
回数
（回）

組数
（組）

人数
（人）

開催
回数
（回）

102 6 76離乳食講習会(2回食） 6 78

29



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■食育プラン取組状況

■相談員等配置状況 （単位：人）

（単位：件）

Ｈ24年度 Ｈ25年度

食育展への参加協力

2-2

②
食
べ
る
力
を
育
む
た
め
の
環
境
の
充
実

■食育推進プランの策定
自ら食を考え、健全な食生活
と心身の健康増進や様々な
体験を通じ、食に対する感謝
の心を養い、豊かな人間形成
を目指し、第二期多賀城市食
育す真プランを策定します。
第二期の食育推進プランで
は、第一期食育推進プランの
評価を行った結果を受けて、
平成23年度初年度とし、27年
度を目標年度とする計画を策
定します。

Ｈ22年度
第一期多賀城市食育推進プランの評価として、食育課
題の収集、評価を実施し、第二期多賀城市食育推進
プランを計画。

健
康
課

延人数 Ｈ25年度 Ｈ26年度

49

Ｈ23年度
震災対応に重点をおいた支援を実施。
※避難所および応急仮設住宅への食生活支援。

C
Ｈ24年度

第一期評価ならびに東日本大震災における復興課題
である被災者健康支援を踏まえ、食育を着実かつ実効
性のあるものとしていくため、第二期多賀城市食育推
進プランを平成２４年に策定。

Ｈ25年度

第二期多賀城市食育推進プランの５つの重点項目の
うち、「朝食欠食を減らす」「野菜を毎食食べる」「家族
そろって食べる」の３つに特に重点をおいた支援（食育
展等）を実施。

Ｈ26年度

第二期多賀城市食育推進プランの５つの重点項目の
うち、「朝食欠食を減らす」「野菜を毎食食べる」「適正
体重を心がける」の３つに特に重点をおいた支援（食
育展等）を実施。

スクールソーシャルワーカー 1 1 1 1 1

4

■取組状況

C

■取組状況

C

　　　　３　思春期保健対策の充実

50 2-1

②
食
べ
る
力
を
育
む
た
め
の
環

境
の
充
実

子どもの心身の健全育成、生
きる力を育む人づくりのた
め、望ましい食習慣について
の基礎知識の提供を図りま
す。

■生産現場での食育推進
市内の野菜などを生産する
場での体験や現場の見学等
を通じて食育の啓発に努めま
す。

農
政
課

51 3-1

心
の
健
康
等
相
談

、
情
報
提
供

の
推
進

31 16

Ｈ26年度

C

4 4心の教室相談員 4 4

心の教室相談員やスクール
カウンセラー、スクールソー
シャルワーカーによる相談事
業を充実するとともに、健康
課、こども福祉課、家庭相談
員、教育委員会、青少年育成
センター、学校、保健所等と
連携し、電話相談、面接、訪
問活動を行います。

学
校
教
育
課

配置人数 Ｈ22年度 Ｈ23年度

7 7スクールカウンセラー 4 4 4

面接相談

・青少年指導員による電話や面談による相談業務
・児童福祉及び学校教育関係との連携

52 3-1

心
の
健
康
等
相
談

、
情
報
提
供
の

推
進

心の教室相談員やスクール
カウンセラー、スクールソー
シャルワーカーによる相談事
業を充実するとともに、健康
課、こども福祉課、家庭相談
員、教育委員会、青少年育成
センター、学校、保健所等と
連携し、電話相談、面接、訪
問活動を行います。

生
涯
学
習
課

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

電話相談 49 45 17

5 5 4 4 5
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事業等概要
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管

評価取組状況

■取組状況

学校生活等の相談件数15件

学校生活等の相談件数10件

■取組状況

養護教諭が性教育指導を実施している。

C

■取組状況

54 3-1

C

■取組状況

クラミジア、エイズ等の性感
染症予防と子宮頸がん予防
のための正しい知識の普及
啓発を行います。

学
校
教
育
課

Ｈ26年度 学校生活等の相談件数15件

Ｈ26年度

Ｈ22年度

保健・健康教育の中で取り上げている。（中学校）

心
の
健
康
等
相
談

、
情
報
提

供
の
推
進

心の教室相談員やスクール
カウンセラー、スクールソー
シャルワーカーによる相談事
業を充実するとともに、健康
課、こども福祉課、家庭相談
員、教育委員会、青少年育成
センター、学校、保健所等と
連携し、電話相談、面接、訪
問活動を行います。

C

56 3-2

①
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
教
育

健康課・学校等との連携によ
り、生命を大切に感じられる
性教育指導を行います。

C

■取組状況

必要なケースについて共同訪問等を実施し、連携を深めている。要
保護児童対策地域協議会に参加。

こ
ど
も
福
祉
課

Ｈ23年度

Ｈ24年度 学校生活等の相談件数17件

Ｈ25年度 学校生活等の相談件数12件

55 3-2

①
命
の
大
切
さ
に
つ

い
て
の
教
育

健康課・学校等との連携によ
り、生命を大切に感じられる
性教育指導を行います。

学
校
教
育
課

53 3-1

心
の
健
康
等
相
談

、
情
報
提

供
の
推
進

心の教室相談員やスクール
カウンセラー、スクールソー
シャルワーカーによる相談事
業を充実するとともに、健康
課、こども福祉課、家庭相談
員、教育委員会、青少年育成
センター、学校、保健所等と
連携し、電話相談、面接、訪
問活動を行います。

健
康
課

C

市内中学校に保護者を対象とした講演会の実施希望の
有無を確認。

養護教諭との打合せ会議等にて情報交換を行っている。

■取組状況

58 3-2

②
性
感
染
症
の
予

防
対
策

クラミジア、エイズ等の性感
染症予防と子宮頸がん予防
のための正しい知識の普及
啓発を行います。

健
康
課

健
康
課

C

Ｈ23年度
市内中学校に保護者を対象とした講演会の実施希望の
有無を確認。

Ｈ24年度
市内中学校に保護者を対象とした講演会の実施希望の
有無を確認。

Ｈ25年度
市内中学校に保護者を対象とした講演会の実施希望の
有無を確認。

Ｈ22年度 市内保護者へ思春期講演会を開催。

57 3-2

②
性
感
染
症
の
予

防
対
策
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事業等概要
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評価取組状況

■取組状況

■取組状況

Ｈ22年度 養護教諭との打合せ会議等にて情報交換を行っている。

Ｈ23年度 養護教諭との打合せ会議等にて情報交換を行っている。

Ｈ24年度 養護教諭との打合せ会議等にて情報交換を行っている。

Ｈ26年度

養護教諭との打合せ会議等にて情報交換を行っている。
小学校5･6年生、中学1～3年生に未成年者飲酒防止教
材の配付、保護者に未成年者飲酒防止のためチラシ配
付

Ｈ25年度
養護教諭との打合せ会議等にて情報交換を行っている。
市内中学1年生に喫煙防止教育パンフレットを配布

3-2

③
薬
物
乱
用
に
対
す
る
学

習
の
充
実

薬物乱用の健康影響に関す
る知識の普及啓発について
関係機関・団体との連携を図
ります。

Ｈ23年度 実施事項なし

Ｈ24年度 実施事項なし

Ｈ25年度 小学校高学年と中学校の保健の授業で取り上げている。

Ｈ26年度 小学校高学年と中学校の保健の授業で取り上げている。

Ｈ22年度 実施事項なし

C

■取組状況

C61 3-2

④
喫
煙
や
飲
酒
の
問
題
に

対
す
る
学
習
の
充
実

青少年の喫煙や飲酒による
健康影響に関する知識の普
及啓発を図ります。

学
校
教
育
課

59

60 3-2

③
薬
物
乱
用
に
対

す
る
学
習
の
充
実

薬物乱用の健康影響に関す
る知識の普及啓発について
関係機関・団体との連携を図
ります。

健
康
課

■取組状況

C
養護教諭との打合せ会議等にて情報交換を行っている。

学
校
教
育
課

　　　　４　小児医療の充実

タイムリーな情報提供を広報誌及びホームページ更新により実施。

63 4-1

①
体
制
の
整
備

②
情
報
の
提
供

■取組状況

C

病院群輪番制運営事業等を
通して小児緊急医療体制の
充実に努めます。

小児科の情報や予防接種に
関する適切な情報提供、接
種率の向上に努めます。

62 3-2

④
喫
煙
や
飲
酒
の
問
題
に
対
す
る
学
習

の
充
実

青少年の喫煙や飲酒による
健康影響に関する知識の普
及啓発を図ります。

健
康
課

B

保健・健康教育の中で取り上げている。(中学校)

健
康
課
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事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■子ども医療費助成

■子ども医療費助成（支給年齢対象拡大）

C

91,364

※平成２５年４月１日から名称
を子ども医療費助成に変更
し、対象年齢を拡大していま
す。
【入院】未就学児→中学３年
【入院外】未就学→小学３年

件数（件） 金額（千円）

49,693

41,671

件数（件） 金額（千円）

31,466 44,047

小学１年～中学３年

46,503

小学１年～中学３年 3,850 22,597 50,807

件数（件） 金額（千円）

3～6歳未就学児（入院外） 1,952 33,500

計 2,003 32,530 46,567

計 5,802 56,097 97,310

31,466 44,047

対象者(人）

3～6歳未就学児（入院） 1,952 135

計

3～6歳未就学児（入院外） 2,003

3歳未満児 1,551 30,243 59,438

32,530 46,567 1,917 34,919

4,575

計

32,799 62,059

2,073

対象者(人）

31,116 61,715

3～6歳未就学児（入院外） 1,087 38,604 54,155

36,297 77,641 3,611

小学１年～中学３年 3,864 18,936

Ｈ２６年度

対象者(人）

3,483 31,251 66,290

Ｈ２６年度

対象者(人） 件数（件） 金額（千円）

3歳未満児 1,531

Ｈ２４年度 Ｈ２５年度

対象者(人） 件数（件）

Ｈ２３年度Ｈ２２年度

件数（件） 金額（千円）

28,548

件数（件）

Ｈ２４年度

5,781 53,855

金額（千円） 対象者(人）

64 4-2

小
児
医
療
費
の
負
担
軽
減

■子ども医療費助成
子どもの医療費を助成するこ
とにより、子どもの適正な医
療機会の確保及び子育て家
庭における経済的負担の軽
減を図ります。

国
保
年
金
課

61,642

3～6歳未就学児（入院） 1,807 143 5,866 2,073

3歳未満児 1,805 36,154 71,775 1,538

1,087 38,604 54,155 2,073

計 3,612 28,663

115 4,584

件数（件） 金額（千円）

3,467 32,955 67,829

3～6歳未就学児（入院） 2,003

Ｈ２３年度Ｈ２２年度

対象者(人） 件数（件） 金額（千円） 対象者(人）

66,226

Ｈ２５年度

対象者(人） 件数（件） 金額（千円） 対象者(人）

96 3,579 1,917 156

1,550

5,770

計 3,554 30,339 63,017

金額（千円）
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C65 4-3

か
か
り
つ
け
医
・
歯

科
医
の
定
着
促
進

かかりつけ医・歯科医を持つ
ように育児講演会や各種検
診・相談の場を利用して働き
かけます。

健
康
課

各種乳幼児健診にて全員指導を実施している。

■取組状況
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価

■取組状況

66 1-1

世
代
を
越
え
た
教
育
活
動
の
推
進

子育ての楽しさや男女が協
力して家庭を築くこと、子ども
を生み育てることの意義など
の教育・広報・啓発を行いま
す。
また、子育てに関する具体的
な支援方法を学習するため
に、子育てに関する講習会な
どを開催します。関係機関の
連携体制の構築を目指して
地域での次世代育成のため
の環境整備を図ります。その
中で、幼児・小中学生・高校
生等がそれぞれ年代を越え
てふれあう機会を広げるため
の取組を推進します。

健
康
課

Ｈ22年度 Ｈ23年度

67 1-1

世
代
を
越
え
た
教
育
活
動
の
推
進

子育ての楽しさや男女が協
力して家庭を築くこと、子ども
を生み育てることの意義など
の教育・広報・啓発を行いま
す。
また、子育てに関する具体的
な支援方法を学習するため
に、子育てに関する講習会な
どを開催します。関係機関の
連携体制の構築を目指して
地域での次世代育成のため
の環境整備を図ります。その
中で、幼児・小中学生・高校
生等がそれぞれ年代を越え
てふれあう機会を広げるため
の取組を推進します。

こ
ど
も
福
祉
課

母子健康手帳交付集団参加割合（％）

■取組状況

妊婦やその配偶者が妊娠・出産・育児及び歯科健診に関する知識
を得るために夫婦ともに学べる両親学級を開催している。

75.5 76.9 78.0

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

Ｈ26年度

C

74.1 71.4

C

Ｈ22年度

○職場体験学習
・実施中学校：市内中学校
・体験人数：31人
・体験先：公立4保育所

Ｈ23年度

○職場体験学習
・実施中学校：市内中学校
・体験人数：23人
・体験先：公立4保育所、鶴ヶ谷児童館

○職場体験学習
・実施中学校：市内中学校
・体験人数：27人
・体験先：公立4保育所、鶴ヶ谷児童館、西部児童セン
ター

Ｈ25年度

○ふれあいカルタの周知
（保育所、幼稚園、太陽の家）
○職場体験学習
・実施中学校：市内中学校
・体験人数：28人
・体験先：公立4保育所、鶴ヶ谷児童館、西部児童セン
ター

Ｈ24年度

10両親学級開催回数（回） 9 10 9 10

取組状況

Ⅲ　子どもの心身の健やかな成長のための教育環境の整備

　　　　１　次世代を担う親の育成

○職場体験学習
・実施中学校：市内中学校
・体験人数：16人
・体験先：公立4保育所、鶴ヶ谷児童館、西部児童セン
ター
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■学習内容多様化の推進取組状況

■小学校理科支援事業

Ｈ22年度

算数や国語で少人数指導TT指導実施しているほか指導
法の改善を実施している（小学校）
数学や国語、英語で少人数指導TT指導を実施している
ほか指導法の改善を実施している（中学校）
朝読書の励行（小中学校）

学習の中で少人数指導やTT指導実施しているほか指導
法の改善や教員の指導力向上のため、授業作り研修を
実施している。
家庭学習の充実をめざして、家庭学習の手引きを活用し
たり、家庭との連携の方策を探っている。
朝読書の励行（小中学校）

小学生3年生以上を対象に、理科に対する興味関心を向
上させるため、理科支援員を配置し、実験等の支援を
行っている。
○理科支援員配置人数：６名
○支援員補助時間数：２，１６０時間

Ｈ26年度

学習の中で少人数指導やTT指導実施しているほか指導
法の改善や教員の指導力向上のため、授業作り研修を
実施している。
家庭学習の充実をめざして、家庭学習の手引きを活用し
たり、家庭との連携の方策を探っている。
朝読書の励行（小中学校）

Ｈ22年度

Ｈ26年度

小学生3年生以上を対象に、理科に対する興味関心を向
上させるため、理科支援員を配置し、実験等の支援を
行っている。
○理科支援員配置人数：６名
○支援員補助時間数：２，１６０時間

Ｈ23年度

算数や国語で少人数指導TT指導実施しているほか指導
法の改善を実施している（小学校）
数学や国語、英語で少人数指導TT指導を実施している
ほか指導法の改善を実施している（中学校）
朝読書の励行（小中学校）

Ｈ24年度

学習の中で少人数指導やTT指導実施しているほか指導
法の改善や教員の指導力向上のため、授業作り研修を
実施している。
家庭学習の充実をめざして、家庭学習の手引きを活用し
たり、家庭との連携の方策を探っている。
朝読書の励行（小中学校）

Ｈ25年度

　　　　２　生きる力の育成に向けた教育環境の整備

Ｈ23年度

小学生3年生以上を対象に、理科に対する興味関心を向
上させるため、理科支援員を配置し、実験等の支援を
行っている。
○理科支援員配置人数：２名
○支援員補助時間数：７２０時間

Ｈ24年度

小学生3年生以上を対象に、理科に対する興味関心を向
上させるため、理科支援員を配置し、実験等の支援を
行っている。
○理科支援員配置人数：２名
○支援員補助時間数：７２０時間

Ｈ25年度
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■学力向上パワーアップ事業

C

Ｈ24年度

市内小中学校の児童生徒、保護者、教職員を対象に、家
庭学習の習慣化及び学力の向上を図る支援事業を実
施。
また、教職員の授業力向上のため、初任者及び講師を対
象とした研修会を実施し、家庭学習に結びつけた授業の
確立を図るなど、学力向上に向けた工夫・改善に取り組
んでいる。

○「多賀城スコーレ」
東北学院大学との連携によるサマースクール及び冬季に
は学び支援コーディネーターを活用し、自主学習支援の
ための学習会を開催。
・参加者（児童生徒）：延864名
○「家庭教育講演会」
家庭学習を定着させるために保護者向けの講演会を開
催。
・参加者数（保護者）：49名

Ｈ22年度

Ｈ26年度

市内小中学校の児童生徒、保護者、教職員を対象に、家
庭学習の習慣化及び学力の向上を図る支援事業を実
施。
また、教職員の授業力向上のため、初任者及び講師を対
象とした研修会を実施し、家庭学習に結びつけた授業の
確立を図るなど、学力向上に向けた工夫・改善に取り組
んでいる。

○「多賀城スコーレ」
東北学院大学との連携により夏季休業期間及び冬季休
業期間には学び支援コーディネーターを活用し、自主学
習支援のための学習会を開催。
・参加者（児童生徒）：延743名
○「家庭教育講演会」
家庭学習を定着させるために保護者向けの講演会を開
催。
・参加者数（保護者）：29名

市内小中学校の児童生徒、保護者、教職員を対象に、家
庭学習の習慣化及び学力の向上を図る支援事業を実
施。
また、教職員の授業力向上のため、初任者及び講師を対
象とした研修会を実施し、家庭学習に結びつけた授業の
確立を図るなど、学力向上に向けた工夫・改善に取り組
んでいる。

○「多賀城スコーレ」
東北学院大学との連携によるサマースクール及び冬季に
は学び支援コーディネーターを活用し、自主学習支援の
ための学習会を開催。
・参加者（児童生徒）：延324名

■自主学習支援事業

68 2-1

①
確
か
な
学
力
の
向
上

子どもが社会の変化の中で
主体的に生きることができる
よう、知識・技能、学ぶ意欲、
思考力、判断力、表現力や問
題解決能力までを含めた確
かな学力を身につける取組を
推進します。

■学習内容の多様化の推進
子どもたちの多様な能力や学
習意欲に対応し、教育の機会
や学習内容・学習形態の多
様化を図ります。

Ｈ23年度

学
校
教
育
課

Ｈ25年度

市内小中学校の児童生徒、保護者、教職員を対象に、家
庭学習の習慣化及び学力の向上を図る支援事業を実
施。
また、教職員の授業力向上のため、初任者及び講師を対
象とした研修会を実施し、家庭学習に結びつけた授業の
確立を図るなど、学力向上に向けた工夫・改善に取り組
んでいる。

○「多賀城スコーレ」
東北学院大学との連携によるサマースクール及び冬季に
は学び支援コーディネーターを活用し、自主学習支援の
ための学習会を開催。
・参加者（児童生徒）：延781名
○「家庭教育講演会」
家庭学習を定着させるために保護者向けの講演会を開
催。
・参加者数（保護者）：35名
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■多賀城学習個別支援事業

■総合的な学習の充実取組状況

■総合的な学習の充実
学校と家庭及び地域との連
携を図り、創造的で特色ある
教育活動を展開します。学校
の特色を生かした研究・研修
を充実し、活力ある学校づく
りを推進します。

Ｈ22年度

ALTを活用した国際理解学習、地域の幼児や高齢者との
交流、地域の環境などについて学習している。
20年度から地域学習に学校の特色を活かして取組んだ
学校に対し、予算の追加配分を行っている。

C

Ｈ23年度

ALTを活用した国際理解学習、地域の幼児や高齢者との
交流、地域の環境などについて学習している。
20年度から地域学習に学校の特色を活かして取組んだ
学校に対し、予算の追加配分を行っている。

Ｈ24年度

ALTを活用した国際理解学習、地域の文化財や環境を生
かした教材やなどについて学習している。また、地域の人
材を大いに活かして、特色ある活動づくりに取り組んでい
る。
学校の特色を活かして地域学習に取り組む学校に対して
は、予算への計上を行っている。

Ｈ25年度

ALTを活用した国際理解学習、地域の文化財や環境を生
かした教材やなどについて学習している。また、地域の人
材を大いに活かして、特色ある活動づくりに取り組んでい
る。
学校の特色を活かして地域学習に取り組む学校に対して
は、予算への計上を行っている。

Ｈ26年度

ALTを活用した国際理解学習、地域の文化財や環境を生
かした教材やなどについて学習している。また、地域の人
材を大いに活かして、特色ある活動づくりに取り組んでい
る。
学校の特色を活かして地域学習に取り組む学校に対して
は、予算への計上を行っている。

Ｈ25年度

小学校3・4年生の学習遅延傾向にある児童に対し、市内
小学校全校に学習指導支援員を配置し、きめ細やかな
指導をすることで、学力の維持及び遅れを解消する。

○学習指導支援員数：6名
○支援員による補助時間数：5,002時間

小学校3・4年生の学習遅延傾向にある児童に対し、市内
小学校全校に学習指導支援員を配置し、きめ細やかな
指導をすることで、学力の維持及び遅れを解消する。

○学習指導支援員数：6名
○支援員による補助時間数：5,020時間

Ｈ24年度

Ｈ23年度

小学校3・4年生の学習遅延傾向にある児童に対し、市内
小学校全校に学習指導支援員を配置し、きめ細やかな
指導をすることで、学力の維持及び遅れを解消する。

○学習指導支援員数：6名
○支援員による補助時間数：5,015時間

Ｈ26年度

小学校3・4年生の学習遅延傾向にある児童に対し、市内
小学校全校に学習指導支援員を配置し、きめ細やかな
指導をすることで、学力の維持及び遅れを解消する。

○学習指導支援員数：6名
○支援員による補助時間数：4,974時間

Ｈ22年度
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■小学校劇団四季鑑賞事業

■多元的評価の推進取組状況

Ｈ22年度
校内研究や指導主事訪問などにより、わかりやすい授業
に取り組むとともに少人数指導を取り入れ、一人ひとりに
目の届く授業を実施している。

Ｈ23年度
校内研究や指導主事訪問などにより、わかりやすい授業
に取り組むとともに少人数指導を取り入れ、一人ひとりに
目の届く授業を実施している。

Ｈ24年度

少人数指導を取り入れたり、ＴＴ学習を取り入れたりする
ことで、個を活かした指導を徹底するとともに、各校に配
置されている支援員を活かしたり、評価の観点を多面的
に設定したりすることで、自己肯定力を育てる指導に取り
組んでいる。

少人数指導を取り入れたり、ＴＴ学習を取り入れたりする
ことで、個を活かした指導を徹底するとともに、各校に配
置されている支援員を活かしたり、評価の観点を多面的
に設定したりすることで、自己肯定力を育てる指導に取り
組んでいる。

69 2-1

①
確
か
な
学
力

学
校
教
育
課

Ｈ26年度 事業を実施しなかった。

■多元的評価の推進
評価方法の工夫と評価結果
を生かした指導方法への改
善を図り、一人ひとりの個性
を活かし能力に応じたきめ細
やかな指導を充実します。

C

震災地支援事業として、市内小学校の5・6年生の児童生
徒を対象に、劇団四季による無料招待公演ミュージカル
を開催することで、児童の情操や道徳の豊かさを育んで
いる。

Ｈ22年度

Ｈ24年度

前年に開催した劇団四季による無料招待公演ミュージカ
ルを事業化。
○公演回数：2回
○鑑賞児童数：1,852人

Ｈ25年度

前年に開催した劇団四季による無料招待公演ミュージカ
ルを事業化。
○公演回数：1回
○鑑賞児童数：575人

Ｈ25年度

少人数指導を取り入れたり、ＴＴ学習を取り入れたりする
ことで、個を活かした指導を徹底するとともに、各校に配
置されている支援員を活かしたり、評価の観点を多面的
に設定したりすることで、自己肯定力を育てる指導に取り
組んでいる。

Ｈ26年度

Ｈ23年度
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事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■特別支援教育の充実取組状況

■国際理解教育の取組状況

AＬＴ4名配置。
市内小中学校で英語指導を行っている。

○外国語活動支援事業
市内小中学校の児童生徒対象に、外国語に接する機会
を設け、英語教育の充実を図るため、外国人講師4名が
市内小中学校を訪問し、英語指導を行っている。
　・学校への訪問日数：708日

力
の
向
上

Ｈ22年度

特別支援教育支援員 21名
・在籍児童数：41人
・補助時間数
小学校：17,775時間　　中学校：3,745時間

■特別支援教育の充実
障害を持つ児童・生徒それぞ
れの可能性を有効に引き出
す指導支援を行います。

Ｈ22年度

学
校
教
育
課

Ｈ23年度

AＬＴ4名配置。
市内小中学校で英語指導を行っている。

○外国語活動支援事業
市内小中学校の児童生徒対象に、外国語に接する機会
を設け、英語教育の充実を図るため、外国人講師4名が
市内小中学校を訪問し、英語指導を行っている。
　・学校への訪問日数：730日

Ｈ24年度

AＬＴ4名配置。
市内小中学校で英語指導を行っている。

○外国語活動支援事業
市内小中学校の児童生徒対象に、外国語に接する機会
を設け、英語教育の充実を図るため、外国人講師4名が
市内小中学校を訪問し、英語指導を行っている。
　・学校への訪問日数：778日

■国際理解教育
豊かな国際感覚を身に付け
た人材を育成するため、外国
人の外国語指導助手を市内
の学校に配置し、語学力の充
実と国際理解を深める教育を
推進します。

Ｈ25年度

特別支援教育支援員 26名
・在籍児童数：81人
・補助時間数
小学校：22,618時間　　中学校：5,300時間

Ｈ23年度

特別支援教育支援員 21名
・在籍児童数：48人
・補助時間数
小学校：19,405時間　　中学校：3,225時間

Ｈ26年度

特別支援教育支援員 　24名
・在籍児童数：82人
・補助時間数
小学校：20,391時間　　中学校：5,342時間

■進路指導
職場体験学習等を通じて、望
ましい職業観・勤労観を育成
し、生徒自らが職業を選択で
きる進路指導を推進します。

C
Ｈ24年度

特別支援教育支援員 25名
・在籍児童数：76人
・補助時間数
小学校：20,513時間　　中学校：6,448時間

C

C

■進路指導の取組状況

○職場体験の実施(1日～3日)
○キャリアセミナーの開催
小学校において夢を育てる志教育の具体化や、学校に職業人を招
き講師としてセミナーを開催
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■要保護・準要保護児童生徒に対する就学援助費支給状況

(単位：人）

■特別支援教育就学奨励費支給状況

(単位：人）

小学校 1,408

支給
延人数

257

Ｈ２５年度 Ｈ２６年度

支給
延人数

対象児
童

実人数

小学校 889 316 1,418 489 1,238

対象児
童

実人数

支給
延人数

対象児
童

実人数

中学校 475 178 901 289 695

408

学
校
教
育
課

対象児
童

実人数

中学校 100

Ｈ２５年度 Ｈ２６年度

小学校 164 39 112 39 105

28

Ｈ２２年度

中学校 834 291 720 267

支給
延人数

中学校 67 24 78 24

支給
延人数

受給児
童

実人数

支給
延人数

受給児
童

実人数

小学校1、2年生及び中学校1年生35人学級を実施。 C

■少人数指導の推進の取組状況

466 1,292 448

C

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

26 74 22 90

36

特別支援学級に在籍する児童の保護者の経済的負担を軽減する
ため、その負担能力に応じ必要な援助（学用品費、学校給食費等
の支給）を行っている。

■特別支援教育就学奨励費事業

支給
延人数

受給児
童

実人数

支給
延人数

受給児
童

実人数

支給
延人数

受給児
童

実人数

対象児
童

実人数

支給
延人数

70 2-1

①
確
か
な
学
力
の
向
上

■就学援助の充実
経済的・社会的な理由によ
り、就学困難な児童・生徒に
対して助成費を支給する等の
支援に努めます。

■少人数指導の推進
少人数学級の導入や教科ご
との少人数指導を進めます。

小学校 134 48 121 39

AＬＴ4名配置。
市内小中学校で英語指導を行っている。

○外国語活動支援事業
市内小中学校の児童生徒対象に、外国語に接する機会
を設け、英語教育の充実を図るため、外国人講師4名が
市内小中学校を訪問し、英語指導を行っている。
　・学校への訪問日数：733日

Ｈ２４年度

Ｈ25年度

AＬＴ4名配置。
市内小中学校で英語指導を行っている。

○外国語活動支援事業
市内小中学校の児童生徒対象に、外国語に接する機会
を設け、英語教育の充実を図るため、外国人講師4名が
市内小中学校を訪問し、英語指導を行っている。
　・学校への訪問日数：744日

Ｈ26年度
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■情報教育の取組状況

■取組状況

Ｈ24年度
■環境副読本
・平成25年度版を800冊作成し、市内小学4年生に配布。

Ｈ25年度

■環境副読本
・平成26年度版を750冊作成し、市内小学4年生に配布。
・環境副読本の活用状況等について、先生方との意見交
換会を開催(1月)

B

Ｈ26年度

■環境副読本
・平成27年度版を700冊作成し、市内小学4年生に配布。
・小学校の先生方と環境副読本の活用状況等について、
意見交換会を開催(1月)
■こどもECOレポート
・市内小学5年生が夏休み期間中に日記形式で環境に対
する取組み等を記入し提出するためのレポート用紙を配
布。

Ｈ22年度

■環境副読本
・平成23年度版を800冊作成し、市内小学4年生に配布。
・環境副読本の活用状況等について、先生方との意見交
換会を開催(1月)
■環境ポスター
・応募数(小学生：148、中学校：327)
・入選作品は市役所1階ロビーに掲示

Ｈ23年度
■環境副読本
・平成24年度版を800冊作成し、市内小学4年生に配布。

71 2-1

②
豊
か
な
心
の
育
成

子どもの豊かな心を育むた
め、指導方法や指導体制の
工夫改善等を推進します。

■環境教育
環境副読本を作成・配布して
環境に対する関心を高め、教
育活動を推進します。また、
学校版EMSの推進やこどもエ
コクラブ結成を働きかけ、学
校全体で環境教育に取り組
む体制を整備するとともに、
環境ポスターの募集等を通じ
て地域での啓発を行います。
H26年度～：こどもECOレ
ポートを配布し、環境に関す
る取組み等を記入してもらう
ことで環境について理解を深
め環境への意識が普及して
いくことを推進します。

生
活
環
境
課

■情報教育
児童・生徒が主体的に情報
活用能力を身に付けられるよ
うに学習環境を整備し、情報
教育の充実を図ります。ま
た、教職員のコンピュータ操
作技術の向上と積極的な活
用を推進します。

Ｈ24年度
小学校コンピュータ教室42台配備
中学校コンピュータ教室47台配備

Ｈ25年度

B

Ｈ22年度
小学校コンピュータ教室42台配備
中学校コンピュータ教室47台配備

Ｈ26年度

多賀城小学校・多賀城東小学校・山王小学校・天真小学
校コンピュータ教室等47台配備
城南小学校・多賀城八幡小学校コンピュータ教室等42台
配備
中学校コンピュータ教室等47台配備

小学校コンピュータ教室等42台配備
（多賀城小学校・山王小学校47台配備）
中学校コンピュータ教室等47台配備

Ｈ23年度
小学校コンピュータ教室42台配備
中学校コンピュータ教室47台配備
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■ふるさと教育の取組状況

■道徳教育の取組状況

72 2-1

②
豊
か
な
心
の
育
成

子どもの豊かな心を育むため
の、指導方法や指導体制の
工夫改善等を推進します。

■ふるさと教育（社会副読本
の発行）
社会副読本「わたしたちの多
賀城」を編集・発行、配布して
ふるさとの文化や歴史への理
解を深めます。

学
校
教
育
課

■道徳教育
自然体験や社会奉仕体験、
福祉体験等の体験活動を推
進します。

Ｈ22年度

Ｈ25年度

Ｈ25年度

各小学校3学年の児童に「わたしたちの多賀城」Ｈ22年度
版を配布

Ｈ23年度
各小学校3学年の児童に「わたしたちの多賀城」H22年度
版を配布

Ｈ24年度

B

C

各小学校3学年の児童に「わたしたちの多賀城」H22年度
版を配布
小学校での鹿子踊、多賀城跡の学習や地域での体験学
習や防災訓練の連携などでふるさとへの理解を進めた。
・副読本を使用した回数：222回

Ｈ23年度
各中学校において職場体験を実施している。(1～3日)
花山合宿(小5)の実施

Ｈ24年度

各中学校において職場体験を実施している。(1～3日)
花山合宿(小5)の実施
このような体験をもとに様々な価値を感得させる学習を進
めている。

Ｈ26年度

各小学校3学年の児童に「わたしたちの多賀城」H26年度
版を配布した。
小学校での鹿踊り、多賀城跡の学習や地域での体験学
習、防災訓練の連携などでふるさとへの理解を進めてい
る。
・副読本を使用した回数：215回

Ｈ22年度
各中学校において職場体験を実施している。(1～3日)
花山合宿(小5)の実施

Ｈ26年度

各中学校において職場体験を実施している。(1～3日)
花山合宿(小5)の実施
このような体験をもとに様々な価値を感得させる学習を進
める。

各中学校において職場体験を実施している。(1～3日)
花山合宿(小5)の実施
このような体験をもとに様々な価値を感得させる学習を進
めている。

各小学校3学年の児童に「わたしたちの多賀城」H22年度
版を配布した。
小学校での鹿踊り、多賀城跡の学習や地域での体験学
習、防災訓練の連携などでふるさとへの理解を進めてい
る。
・副読本を使用した回数：168回
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■生徒指導の取組状況

相談件数 （単位：件）

栄養士による栄養指導の実施
献立表・人気メニューレシピの配布
食育だよりの発行

Ｈ23年度
栄養士による栄養指導の実施
献立表・人気メニューレシピの配布
食育だよりの発行

Ｈ24年度
栄養士による栄養指導の実施
献立表・人気メニューレシピの配布
食育だよりの発行

218

学
校
教
育
課

272 255 381 122

971 593 772 C

1,798 1,753

806

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度Ｈ23年度

173

1,416

318 645 825

1,166

配置人数 Ｈ22年度

心の教室相談員 393

スクールソーシャルワーカー

73 2-1

②
豊
か
な
心
の
育
成

スクールカウンセラー 950

計 1,561

■生徒指導
学校不適応児童・生徒に対し
ては、個々に応じた指導を行
い、学校生活への復帰を図り
ます。「心の教室相談員」「ス
クールカウンセラー」「スクー
ルソーシャルワーカー」を配
置し、相談体制の充実を図る
とともに、児童・生徒時と理事
一人ひとりがより良い学校生
活を過ごすことのできる環境
の整備を図ります。

C

■学校給食の充実
学校給食を通じて食に関する
知識を広め、心身の健康に
必要な健康教育の充実を図
ります。

児童生徒健康診断実施
就学時健康診断実施
教職員健康診断実施（特定健康診断項目の追加）

C

■学校保健の充実の取組状況

Ｈ25年度
栄養士による栄養指導の実施
献立表・人気メニューレシピの配布
食育だよりの発行

Ｈ26年度

■体育の充実の取組状況

集団行動を通して体力を向上させる取組の指導充実を図る。
運動する楽しさや喜びが感じられるよう、スポーツの基礎を培う。

■学校給食の充実の取組状況

子どもたちが生涯にわたって
スポーツに親しむことができ
る環境の充実を図ります。

■体育の充実
子どもたちが生涯にわたって
主体的にスポーツに親しむ習
慣、意欲及び能力を育成する
ため、体育の授業を充実しま
す。

学
校
教
育
課

■学校保健の充実
学校における保健管理・安全
管理について必要な事項を
定め、児童・生徒、教職員の
健康保持増進を図り、健康教
育の充実を図ります。

Ｈ22年度

74 2-1

③
健
や
か
な
身
体
の
育
成

B

栄養士による栄養指導の実施
献立表（給食だより掲載）の配布
食育だより（レシピ掲載）の発行、地区の回覧板での情報
発信
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■施設整備の取組状況

学校評議員会を通じて、地域の意見を学校教育に活かすように努
めている。
子どもたちを不審者から守る対策として、地域やPTAの協力を得
て、パトロールを実施している。
不審者情報を市HPだけではなく、メール配信し、即時性を向上させ
た。

Ｈ24年度

A

2-1

④
信
頼
さ
れ
る
学
校

学校や地域社会に開かれた
信頼される学校づくりを推進
します。

■施設整備
安全で安心して学習できる教
育環境の整備に努めます。ま
た、学校環境の整備・美化を
推進します。

学
校
教
育
課

Ｈ22年度

東日本大震災により被災した学校施設の安全性を確保
し、安心して学べる環境の整備を図る。
・市内10校の災害復旧工事

Ｈ25年度
学校施設の整備状況
・多賀城小学校プール改修工事
・城南小学校校舎増築設計

Ｈ26年度

学校施設の整備状況
・多賀城東小学校エレベータ改修工事
・城南小学校校舎増築工事
・城南小学校校舎大規模改造設計
・多賀城中学校プール改修
・多賀城中学校建具修繕
・多賀城中学校トイレ配管修繕
・多賀城中学校エレベータ改修設計

学校施設の耐震補強実施状況
・天真小学校校舎
・第二中学校校舎

Ｈ23年度
東日本大震災により被災した学校施設の安全性を確保
し、安心して学べる環境の整備を図る。
・市内10校の災害復旧工事

■教職員の資質向上の取組状況

C

■教職員の資質向上
教職員の資質向上、適正評
価、適正な配置、処遇、研修
を充実します。

C

職員評価を活用し、一人ひとりが目標管理意識をもって取り組むよ
う働きかけている。
市教委主催研修（年4回）の実施、公立学校職員評価などを実施し
ている。
10年経験以下の教職員を対象にした授業づくり研修を実施

■地域との連携、学校評議員の活用、PTA活動支援の取組状況

76 2-1

④
信
頼
さ
れ
る
学
校

■地域との連携、学校評議
員の活用、PTA活動支援
PTA活動への支援を行い、イ
ンターネット等を利用し、家
庭、地域社会、学校が緊密に
連携して子どもたちを育むた
めの仕組みづくりを充実しま
す。

75
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評価取組状況

■特色ある学校づくりの取組状況

■就園奨励費補助実績

B

875 961

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

25 28 27 24 29
78 2-2

①
幼
児
教
育
の
振

興
幼稚園児の保護者負担を軽
減するため幼稚園就園奨励
費の補助を行います。

教
育
総
務
課

対象園数(園）

Ｈ22年度

ALTを活用した国際理解学習、地域の幼児や高齢者との
交流、地域の環境などについて学習している。
20年度から地域学習に学校の特色を活かして取組んだ
学校に対し、予算の追加配分を行っている。
学校ホームページを開設し、開かれた学校づくりのため
に、情報を提供している。

Ｈ23年度

ALTを活用した国際理解学習、地域の幼児や高齢者との
交流、地域の環境などについて学習している。
20年度から地域学習に学校の特色を活かして取組んだ
学校に対し、予算の追加配分を行っている。
学校ホームページを開設し、開かれた学校づくりのため
に、情報を提供している。

Ｈ24年度

各校の総合的な学習の時間で地域の特性にあった活動
を推進したり、芸術やスポーツ、科学のプロとの出会いの
場所を創出したりするなど学習活動を工夫している。
予算配分で地域学習で必要な経費に対し、支援してい
る。
学校ホームページを開設し、開かれた学校づくりのため
に、情報を提供している。

対象者数（人） 1,026 991 858

77 2-1

④
信
頼
さ
れ
る
学
校

■特色ある学校づくり
総合的な学習時間などを通し
て、地域の教育力を活用し、
地域の特色を生かした学校
づくりを目指します。

学
校
教
育
課

C

Ｈ25年度

各校の総合的な学習の時間で地域の特性にあった活動
を推進したり、芸術やスポーツ、科学のプロとの出会いの
場所を創出したりするなど学習活動を工夫している。
予算配分で地域学習で必要な経費に対し、支援してい
る。
学校ホームページを開設し、開かれた学校づくりのため
に、情報を提供している。

Ｈ26年度

各校の総合的な学習の時間で地域の特性にあった活動
を推進したり、芸術やスポーツ、科学のプロとの出会いの
場所を創出したりするなど学習活動を工夫している。
予算配分で地域学習で必要な経費に対し、支援してい
る。
学校ホームページを開設し、開かれた学校づくりのため
に、情報を提供している。

46



№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■３歳未満児入園実績

※Ｈ20.7.9に特区取り消し

■家庭教育推進事業取組状況

C79 2-2

②
幼
児
教
育
の
拡
充

幼稚園に入園できる年齢を
満3歳からとしているものを、
満3歳に達する年度の当初か
らするとする構造改革特別区
域の制度を活用し、幼児教育
の充実を図ります。
（↓追加しました　H25.9.24）
「構造改革特別区域法の一
部を改正する法律」により、３
歳未満児の幼稚園の受け入
れについては幼稚園児として
の集団的な教育を行うのでは
なく、子育て支援としての受
入という形態に変更されまし
た。このことに伴い、平成２０
年７月９日に特区は取り消し
されました。

教
育
総
務
課

対象者数（人） 5 4 18 22 22

Ｈ22年度 Ｈ23年度

※人数は、５月１日現在の園児名簿で確認し、５月１日以降に３歳
に達する園児の数。

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

　　　　３　家庭や地域の教育力の向上

Ｈ23年度

・就学時検診や入学説明会(学童期)　５講座５回
・思春期子育て講座(中学生)　４講座４回
合計９講座を実施
・参加者延人数：1,230人

80 3-1

①
家
庭
教
育
事
業

子どもの発達段階に応じた家
庭教育に関する学習機会や
情報提供の充実を図ります。
子どもの人格形成上重要な
役割を担っている家庭教育力
を高めるため、家庭教育学級
の開催を通して子育てに関す
る具体的な方法等の学習機
会を充実していきます。

生
涯
学
習
課

・子育て講座・食育講座（小学生）　４講座４回
・思春期子育て講座・家庭教育(中学生)　３講座３回
 合計７講座を実施
・参加者延人数：６０３人

Ｈ26年度

Ｈ25年度

・就学時検診や入学説明会(学童期)　5講座5回
・思春期子育て講座(中学生)　3講座3回
合計8講座を実施
・参加者延人数：790人

Ｈ22年度

・就学時検診や入学説明会(学童期)　６講座６回
・思春期子育て講座(中学生)　３講座３回
合計９講座を実施
参加者延人数：824人

Ｈ24年度

・就学時検診や入学説明会(学童期)　６講座６回
・思春期子育て講座(中学生)　３講座３回
合計９講座を実施
・参加者延人数：961人

C
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■取組状況

■相談件数 (単位：件）

■サポート体制取組状況

■取組状況

45 17 31 16

5

C

面接相談 5 5 4 4

Ｈ23年度 Ｈ24年度

・青少年指導員による電話や面談による相談業務
・児童福祉及び学校教育関係との連携

Ｈ25年度 Ｈ26年度

49

82 3-1

③
青
少
年
相
談
事
業

青少年が抱える悩みを相談
する場として、青少年育成セ
ンターの相談機能を充実しま
す。

生
涯
学
習
課

Ｈ24年度

ジュニアリーダー「エステバン」会員に対し、各種研修を
実施。
・エステバン会員数：45人
・エステバン派遣回数：49人
・エステバン活動延人数：511人

Ｈ23年度

Ｈ22年度

ジュニアリーダー「エステバン」会員に対し、各種研修を
実施。
・エステバン会員数：45人
・エステバン派遣回数：49人
・エステバン活動延人数：615人

Ｈ22年度

電話相談

Ｈ25年度

C81 3-1

②
情
報
提
供

関係機関と連携し、子育て中
の親が家庭教育に関する相
談ができる体制の整備を図り
ます。

こ
ど
も
福
祉
課

・子育て支援ホームページ「すくっぴーねっと」の運営
・ホームページより電子メールで相談可能
・子育てサポートセンターにおいて保育士等に相談できることを広
報・ホームページで周知

ジュニアリーダー「エステバン」会員に対し、各種研修を
実施。
・エステバン会員数：45人
・エステバン派遣回数：49人
・エステバン活動延人数：335人

ジュニアリーダー「エステバン」会員に対し、各種研修を
実施。
・エステバン会員数：３０人
・エステバン派遣回数：３１回
・エステバン活動延人数：２９８人

Ｈ26年度

ジュニアリーダー「エステバン」会員に対し、各種研修を
実施。
・エステバン会員数：３２人
・エステバン派遣回数：３４回
・エステバン活動延人数：４３９人
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事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■放課後子ども教室事業

■学校支援地域本部事業

83 3-2

①
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携

子どもたちが自分で課題を見
つけ、解決する方法を学び、
考える力を学校・家庭・地域
社会が連携して育んでいける
よう地域の教育力向上を目
指します。

■サポート体制
各種サークル、ジュニアリー
ダーなど、地域社会の人材を
発掘し、それらの育成、支援
を推進します。

生
涯
学
習
課

Ｈ23年度

心豊かな子どもの育成を目指し、学校・家庭・地域が連
携して協働教育を図ります。
・学校支援地域本部設置中学校区数　：1校
・学校支援ボランティア登録人数：110人
・ボランティア活動延人数：　　　０人
・学校支援事業開催延回数：　　０回

Ｈ22年度

心豊かな子どもの育成を目指し、学校・家庭・地域が連
携して協働教育を図ります。
・学校支援地域本部設置中学校区数　：1校
・学校支援ボランティア登録人数：107人
・ボランティア活動延人数：1,384人
・学校支援事業開催延回数：227回

Ｈ26年度

小学生とその保護者、地域住民とが交流を持ち、安心・
安全な学習活動やスポーツ活動等ができるような環境を
整備しています。
・参加延人数（子ども）：7,547人
・開催日数：272日
・ボランティア登録人数：57人
・実施小学校
　多賀城小学校・八幡小学校・多賀城東小学校、山王小
学校

Ｈ25年度

小学生とその保護者、地域住民とが交流を持ち、安心・
安全な学習活動やスポーツ活動等ができるような環境を
整備しています。
・参加延人数（子ども）：5,813人
・開催日数：219日
・ボランティア登録人数：49人
・実施小学校
　多賀城小学校・八幡小学校・多賀城東小学校

A

Ｈ24年度

小学生とその保護者、地域住民とが交流を持ち、安心・
安全な学習活動やスポーツ活動等ができるような環境を
整備しています。
・参加延人数（子ども）：5,172人
・開催日数：180日
・ボランティア登録人数：33人
・実施小学校
　多賀城小学校・八幡小学校

Ｈ22年度

小学生とその保護者、地域住民とが交流を持ち、安心・
安全な学習活動やスポーツ活動等ができるような環境を
整備しています。
・参加延人数（子ども）：2,643人
・開催日数：156日
・ボランティア登録人数：52人
・実施小学校
　多賀城小学校・八幡小学校

Ｈ23年度

小学生とその保護者、地域住民とが交流を持ち、安心・
安全な学習活動やスポーツ活動等ができるような環境を
整備しています。
・参加延人数（子ども）：3,150人
・開催日数：164日
・ボランティア登録人数：30人
・実施小学校
　多賀城小学校・八幡小学校
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■多賀城市父母教師連合会補助事業

Ｈ26年度

教育の振興に寄与する小中学校の父母教師会に対し、
財政面での支援を行っている。
・補助金額：86,000円
・主催事業参加者数：590人
・主催事業開催回数：3回

Ｈ24年度

Ｈ26年度

心豊かな子どもの育成を目指し、学校・家庭・地域が連
携して協働教育を図ります。
・学校支援地域本部設置中学校区数：3校（東豊中学校・
第二中学校・多賀城中学校）
・ボランティア活動延人数：2,683人
・学校支援事業開催延回数：774回

Ｈ25年度

Ｈ24年度

心豊かな子どもの育成を目指し、学校・家庭・地域が連
携して協働教育を図ります。
・学校支援地域本部設置中学校区数　：1校
・学校支援ボランティア登録人数：110人
・ボランティア活動延人数：　　　0人
・学校支援事業開催延回数：　　0回

Ｈ25年度

教育の振興に寄与する小中学校の父母教師会に対し、
財政面での支援を行っている。
・補助金額：86,000円
・主催事業参加者数：615人
・主催事業開催回数：3回

心豊かな子どもの育成を目指し、学校・家庭・地域が連
携して協働教育を図ります。
・学校支援地域本部設置中学校区数：2校（東豊中学校・
第二中学校）
・ボランティア活動延人数：1,564人
・学校支援事業開催延回数：272回

教育の振興に寄与する小中学校の父母教師会に対し、
財政面での支援を行っている。
・補助金額：86,000円
・主催事業参加者数：620人
・主催事業開催回数：  ３回

Ｈ23年度

教育の振興に寄与する小中学校の父母教師会に対し、
財政面での支援を行っている。
・補助金額：86,000円
・主催事業参加者数：607人
・主催事業開催回数：3回

Ｈ22年度

教育の振興に寄与する小中学校の父母教師会に対し、
財政面での支援を行っている。
・補助金額：86,000円
・主催事業参加者数：510人
・主催事業開催回数：3回
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■学校・社会教育連携取組状況

平成２２年度 平成２５年度

平成２６年度

3-2

①
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携

■学校教育・社会教育連携
学校教育施設や社会教育施
設を有効に活用し、学校教育
と社会教育との連携した活動
を通して、子どもの力を育み

ます。

親子パソコン教室 1オリジナル音楽CDつくり 3

生
涯
学
習
課

※
平
成
２
３
・
２
４
年
度
は
実
績
な
し

。

講座名 開設数 講座名 開設数

星空観察会 2

1

かんたん木工教室 2親子パソコン教室 2

大道仮説実験 3 親子パソコン教室 2

仮設実験教室 2

茶道体験教室 2 ソフトバレーボール
教室

3

パソコン教室 1

野菜や果物の秘密
を探ろう

2
おり染め講座

電気をつくろう 1

発達障害をかかえる
子ども達の「見え方」
「聞こえ方」疑似体験

1

簡単理科実験 2

合計 13

身近な素材で行う理
科実験 1

社会問題から子ども
の発達を考える

1

パソコンで暑中見舞
いはがきを作ろう

1

初心者バドミントン教室 3

合計 26

ノルディック・ウォー
キングを楽しもう

2

動力をつくろう 1

合計 17

B

おりぞめ倶楽部 1

大道仮説実験室 3

親子木工教室 2

カルタで多賀城の史跡を学ぼう 2

身近な素材で行う理科実験 1

今こそ「英会話」 2

ホヤの解剖・調理講座 1

2

1

切り絵作品を作ろう 2

初心者デジカメ講座

講座名 開設数

親子パソコン教室

子どもたちが自分で課題を見
つけ、解決する方法を学び、
考える力を学校・家庭・地域
社会が連携して育んでいける
よう地域の教育力向上を目
指します。

■学校教育・社会教育連携
学校教育施設や社会教育施
設を有効に活用し、学校教育
と社会教育との連携した活動
を通して子どもの力を育みま
す。

84

C

■学校・社会教育連携取組状況

市民スポーツクラブと連携した学校施設開放の実施
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■学校教職員の地域活動取組状況

■取組状況

86 3-2

②
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
整
備

スポーツ活動を推進するた
め、スポーツ施設の充実を図
ります。また、小学校ごとに多
種目型スポーツ体験教室等
を開催し、スポーツに楽しむ
機会の充実を図ります。

生
涯
学
習
課

東日本大震災の影響により、社会体育事業を休止したこ
とに伴い、チャレンジスポーツ教室等の実績なし。

85 3-2

①
学
校

、
家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携

学
校
教
育
課

B

Ｈ22年度

スポーツ活動が持つ様々な楽しさを子どもに体験させ、
学校５日制による余暇活動時間の有効活用を目的として
チャレンジスポーツ教室を開催。
バレーボール、バドミントン、バスケットボール、野球等各
学校毎に開催
・八幡小学校：５回
・城南小学校：３回
・多賀城小学校：４回
・天真小学校：５回
・東小学校：６回

Ｈ23年度

Ｈ23年度
学校開放講座の実施(パソコン教室等)
教職員の居住地でそれぞれ地域活動に参加するよう声
掛けをしている。

Ｈ24年度

教職員の居住地でそれぞれ地域活動に参加するよう声
掛けをしている。
多賀城にぎわい祭りに部活動として出演したり、他の市と
の交流に貢献したりした。

Ｈ25年度

教職員の居住地でそれぞれ地域活動に参加するよう声
掛けをしている。
市内の夏祭り等に部活動として出演したり、他の市との
交流に貢献している。

Ｈ26年度

教職員の居住地でそれぞれ地域活動に参加するよう声
掛けをしている。
市内の夏祭り等に部活動として出演したり、他の市との
交流に貢献している。

Ｈ24年度

スポーツ活動が持つ様々な楽しさを子どもに体験させ、
学校５日制による余暇活動時間の有効活用を目的として
チャレンジスポーツ教室を開催。
バレーボール、バドミントン、バスケットボール、野球等各
学校毎に開催
・八幡小学校：３回
・城南小学校：３回
・多賀城小学校：２回
・天真小学校：４回
・東小学校：４回
・山王小学校：３回

C

Ｈ22年度
学校開放講座の実施(パソコン教室等)
教職員の居住地でそれぞれ地域活動に参加するよう声
掛けをしている。

■学校教職員の地域活動
教員の視野を広めるとともに
地域の教育力向上のため、
教職員の地域活動への関わ
りを深めます。
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■取組状況

Ｈ26年度

子どもの体力や体のバランス向上を目的として、アクティ
ビティープログラムやあそびを取り入れた運動教室「遊び
から学ぼう元気隊」を実施。
・多賀城小学校：3回
・多賀城東小学校：3回
・天真小学校：6回
・城南小学校：3回
・八幡小学校：3回

Ｈ25年度

子どもの体力や体のバランス向上を目的として、アクティ
ビティープログラムやあそびを取り入れた運動教室「遊び
から学ぼう元気隊」を実施。
・天真小学校：8回
・城南小学校：8回

Ｈ23年度

［市民会館］

［中央公民館］　(市民団体の事業、市民活動サポートセ
ンターで開催）
７月２３日～８月２０日　伝統文化こども教室　書道、華
道、煎茶道、生け花、全４教室の開催（小・中学生対象）
出席者数２０４名

Ｈ22年度

［市民会館］
８月２９日　親子が一緒に楽しみながら本格的なクラシッ
クに触れる「０才からのクラシック」を企画し、２回公演で８
６８人が鑑賞した。
２月２０日　共催事業「リボンの国の音楽会」を企画し。親
子１,２２２人が楽しみながらクラシックに触れるひと時を過
ごした。

［中央公民館］　(市民団体の事業）
７月３１日～１１月３日　伝統文化こども教室　日本舞踊、
書道、ししゅう、華道、大正琴、茶道、生け花、全７教室の
開催（小・中学生対象）
出席者数８１５名
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87 3-2

③
芸
術
文
化
環
境
の
整
備

芸術に楽しむ機会を創出する
ため、幼児・児童・生徒を対
象とした文化鑑賞、親子や子
どもが参加する芸術文化活
動を推進します。

生
涯
学
習
課

Ｈ24年度

［市民会館］
４月２２日　親子が一緒に楽しむことができるクラシックコ
ンサート「Ｃoncet for　ＫＩＤＳ　～０才からのモーツァルト
～」を開催し、３２６人が鑑賞した。

［中央公民館］　(市民団体の事業、市民活動サポートセ
ンターで開催）
７月２８日～１１月３日　伝統文化こども教室　生け花、、
煎茶道、表千家茶道、大正琴、書道、全５教室の開催
（小・中学生対象）
出席者数６４名
１１月３日　第４０回文化祭
２７団体、８７０名

Ｈ25年度

［中央公民館］　(市民団体の事業、文化センターで開催）
７月２７日～１１月３日　伝統文化こども教室　いけ花、華
道、煎茶道、大正琴、書道、刺しゅう、日本舞踊、全７教
室の開催（小・中学生対象）
出席者数６３名
１１月３日　第４１回文化祭
２５団体、８３０名

［中央公民館］
親子のためのドリームフェスティバル開催事業（ミニコン
サート、つるの剛士子育てトークショー）
入場者数973人
(大ホールイベント468人・その他イベント505人）

Ｈ26年度

［市民会館］
５月５日　ピアノ「スタインウェイ」を弾いてみようを大ホー
ルで開催し、４歳以上の親子など１０組５７名が参加しまし
た。
８月１０日　日生劇場　不思議の国のアリスのクラシックコ
ンサート 五つの魔法の声 を大ホールで開催し、小中学
生親子７７７名が鑑賞しました。
１０月１３日　ザ・ヤングアメリカンズ東北ツアーを開催し、
小ホールのミニワークショップに子どもから大人９８名、大
ホールのフルワークショップに同じく１８７名が参加しまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１
月２２日　ミューズの夢ミュージカル あいうえおばさん多
賀城公演を大ホールで開催し、親子７００名が鑑賞しまし
た。
２月１日　ドラムカフェin多賀城を小ホールで開催し、子ど
もから大人２４５名が鑑賞しました。

［中央公民館］
(市民団体の事業、文化センターで開催）
７月２６日～１１月３日　伝統文化こども教室　いけ花、抹
茶、大正琴、書道、刺しゅう、日本舞踊、全６教室の開催
（小・中学生対象）
出席者数７５名
１１月３日　第４２回文化祭
２５団体、９７０名

A
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■取組状況

88 3-2

④
図
書
館
活
動

子どもが文学と出会う機会に
恵まれ、「本」との関わりによ
り情操を育むため、児童館図
書や子育て関連図書の充実
を図ります。また、移動図書
館による学校巡回、子どもを
対象とした「読み聞かせ会」
「おはなし会」などを開催しま
す。また、大人を対象として
託児所付き講座の開設や乳
幼児向けのブックパンフレット
の配布などを行います。

市
立
図
書
館

C

Ｈ25年度

・ホームページの更新
・移動図書館の学校巡回
・移動おはなし会（6校、6回、354名）
・ボランティア団体による「定例読み聞かせ会」（105回、
552名）
・出前おはなし会（12回、247名）
・「子どもおはなし会」(10回、112名）
・1日おはなし会（1回、56名）
・子ども読書の日スペシャルおはなし会（（1回、62名）
・乳幼児向けブックパンフレット
　「赤ちゃんといっしょに楽しむはじめての絵本」配布
　「赤ちゃん絵本を卒業したら　読みつがれた絵本たち」
配布

Ｈ24年度

・ホームページの更新
・移動図書館の学校巡回
・移動おはなし会（6校、6回、405名）
・ボランティア団体による「定例読み聞かせ会」（89回、
529名）
・出前おはなし会（12回、223名）
・「子どもおはなし会」(2回、31名）
・1日おはなし会（1回、58名）
・あおぞら図書館まつり（1回、202人）
・子ども読書の日スペシャルおはなし会（（震災の影響に
よる臨時開館のため実施せず）
・乳幼児向けブックパンフレット
　「赤ちゃんといっしょに楽しむはじめての絵本」配布
　「赤ちゃん絵本を卒業したら　読みつがれた絵本たち」
配布

Ｈ23年度

・ホームページの更新
・移動図書館の学校巡回
・移動おはなし会（6校、6回、519名）
・ボランティア団体による「定例読み聞かせ会」（45回、
169名）
・出前おはなし会（12回、207名）
・「子どもおはなし会」（震災の影響による臨時開館のた
め実施せず）
・1日おはなし会（（震災の影響による臨時開館のため実
施せず）
・子ども読書の日スペシャルおはなし会（（震災の影響に
よる臨時開館のため実施せず）
・乳幼児向けブックパンフレット
　「赤ちゃんといっしょに楽しむはじめての絵本」配布
　「赤ちゃん絵本を卒業したら　読みつがれた絵本たち」
配布

Ｈ22年度

・ホームページの更新
・移動図書館の学校巡回
・移動おはなし会（6校、6回、412名）
・ボランティア団体による「定例読み聞かせ会」（104回、
574名）
・「子どもおはなし会」（2回、54名）
・「読み聞かせボランティア」養成講座（託児付5回、135
名）
・出前おはなし会（11回、174名）
・1日おはなし会（58名）
・子ども読書の日スペシャルおはなし会（23名）
・乳幼児向けブックパンフレット
　「赤ちゃんといっしょに楽しむはじめての絵本」配布
　「赤ちゃん絵本を卒業したら　読みつがれた絵本たち」
配布
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■相談件数 (単位：件）

89 4-1

子
ど
も
の
健
全
育
成
活
動
の
推
進
と
啓

発

子どもの健全育成に関する
相談体制や情報提供の充実
を図るとともに、青少年指導
員による街頭巡回指導や広
報活動を行います。
また、有害広告物や有害物
品の販売機などの撤去活動
を推進します。

生
涯
学
習
課

■取組状況

Ｈ26年度

面接相談

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度

・青少年指導員による電話や面談による相談業務
・青少年補導員市内巡回による有害広告物の除去、書店などの有
害図書の配置指導

電話相談 49 45 17 31 16

C

55 5 4 4

　　　　４　子どもを取り巻く有害環境対策

Ｈ26年度

・ホームページの更新
・移動図書館の学校巡回
・移動おはなし会（6校、6回、448名）
・ボランティア団体による「定例読み聞かせ会」（106回、
576名）
・出前おはなし会（12回、223名）
・「子どもおはなし会」(1回、46名）
・1日おはなし会（2回、59名）
・子ども読書の日スペシャルおはなし会（（1回、55名）
･冬のおたのしみ企画（1回、21名）
・乳幼児向けブックパンフレット
　「赤ちゃんといっしょに楽しむはじめての絵本」配布
　「赤ちゃん絵本を卒業したら　読みつがれた絵本たち」
配布
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■取組状況

■取組状況

取組状況

Ⅳ　子育てを支援する生活環境の整備

　　　　１　良質な生活環境の確保

Ｈ24年度

・前年度同様の取組を行っている。
・平成24年度市営住宅入居補欠者36世帯のうち、母子世
帯補欠者16世帯、父子補欠者1世帯。そのうち6世帯が入
居、5世帯が入居辞退。

Ｈ25年度

・前年度同様の取組を行っている。
・平成25年度市営住宅入居補欠者38世帯のうち、母子世
帯補欠者21世帯、父子補欠者0世帯。そのうち3世帯が入
居、入居辞退0世帯。

90 1-1

①
公
営
住
宅
へ
の
母
子
世
帯
等
入
居

公営住宅への母子世帯等の
入居について配慮します。

■ポイント加算
市営住宅入居補欠者の決定
に際し、ポイント加算などの
配慮をしています。

■抽選優遇
平成26年度から公開抽選を
行う空家の定期募集に変え
たことに伴い、抽選番号を一
つ多く割り当てる優遇措置を
実施しています。

都
市
計
画
課

B

Ｈ22年度

・前年度同様の取組を行っている。
・平成22年度市営住宅入居補欠者47世帯のうち、母子世
帯補欠者20世帯。そのうち7世帯が入居、4世帯が入居辞
退。
・平成22年度ロングライフ多賀城新規入居者13世帯のう
ち、母子世帯は7世帯。

Ｈ23年度

・前年度同様の取組を行っている。
・平成23年度市営住宅入居補欠者41世帯のうち、母子世
帯補欠者19世帯。そのうち4世帯が入居、3世帯が入居辞
退。

Ｈ26年度

・平成26年度より、公開抽選を行う空家定期募集（6月・9
月・12月・3月）を実施。
・平成26年度の募集状況は、6月3戸、12月3戸、3月1戸。
年度内の入居者6世帯のうち、母子世帯は3世帯。

Ｈ22年度

・公園施設、公園樹木は、年間業務委託により管理して
いる。

・山王四区公園・赤坂南公園・塩入公園・能ヶ田公園・鎌
倉公園・割山公園・大代公園・市役所前公園・新田中公
園・新丸山公園・石ヶ森１号公園・伝上山公園に遊具施
設を設置する。

Ｈ23年度

・公園施設、公園樹木は、年間業務委託により管理して
いる。

①遊具点検業務委託：148公園
②公園維持補修
・公園内照明灯修理：7箇所
・公園遊具施設等修理：20箇所
・既設公園外柵修理：8箇所
③公園施設等管理業務委託：27件
④公園等樹木管理業務委託：1件
⑤公園樹木伐採業務委託：0件
⑥樹木等病害虫防除業務委託：5件
⑦多賀城公園内バラ園の管理業務委託：427.0㎡
⑧公園草刈業務委託：6件
⑨花苗植栽：年2回
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91 1-1

②
居
住
環
境
の
整
備

地域住民に癒しとやすらぎの
場を提供するため、公園の安
全を確保します。

道
路
公
園
課

Ｈ26年度

C

・公園施設、公園樹木は、年間業務委託により管理して
いる。

①遊具点検業務委託：149公園
②公園維持補修
・公園内照明灯修理
・公園遊具施設等修理
・既設公園外柵修理
③公園施設等管理業務委託
④公園等樹木管理業務委託
・高木剪定：907本
・中木剪定：106本
・寄植剪定：2,274㎡
⑤公園樹木伐採業務委託
⑥樹木等病害虫防除業務委託
⑦多賀城公園内バラ園の管理業務委託
⑧公園草刈業務委託
⑨花苗植栽
⑩公園維持管理業務委託

Ｈ24年度

・公園施設、公園樹木は、年間業務委託により管理して
いる。

①遊具点検業務委託：149公園
②公園維持補修
・公園内照明灯修理：7箇所
・公園遊具施設等修理：20箇所
・既設公園外柵修理：8箇所
③公園施設等管理業務委託：27件
④公園等樹木管理業務委託：1件
・高木剪定：944本
・中木剪定：72本
・寄植剪定：1,783㎡
⑤公園樹木伐採業務委託：5件
⑥樹木等病害虫防除業務委託：5件
⑦多賀城公園内バラ園の管理業務委託：427.0㎡
⑧公園草刈業務委託：3件
⑨花苗植栽：年2回
⑩公園維持管理業務委託：1件

Ｈ25年度

・公園施設、公園樹木は、年間業務委託により管理して
いる。

①遊具点検業務委託：149公園
②公園維持補修
・公園内照明灯修理
・公園遊具施設等修理
・既設公園外柵修理
③公園施設等管理業務委託
④公園等樹木管理業務委託
・高木剪定：601本
・中木剪定：57本
・寄植剪定：1,783㎡
⑤公園樹木伐採業務委託
⑥樹木等病害虫防除業務委託
⑦多賀城公園内バラ園の管理業務委託
⑧公園草刈業務委託
⑨花苗植栽
⑩公園維持管理業務委託
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■取組状況

（単位：基）

■取組状況

道
路
公
園
課

■相談支援事業の充実取組状況

92 2-1

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
さ
れ
た
歩
道
整
備

通園・通学路の点検や交通
安全面からの総点検など、子
どもの視点に立った歩道整備
を推進します。

道
路
公
園
課

定期的なパトロール及び夜間のパトロールを行い、交通安全施設
（道路照明灯及び走路反射鏡等）を適切に維持管理及び整備を行
う。

Ｈ22年度

Ｈ23年度 実績無し

Ｈ22年度

Ｈ23年度 Ｈ24年度

Ｈ24年度

市内小中学校の通学路について、児童生徒の登下校の
安全確保を図るため、7月25日、8月2日、8月7日の3日間
において、学校、保護者、警察、道路管理者が合同で安
全対策が必要な箇所の点検作業を実施。

Ｈ25年度 実績無し

Ｈ26年度 実績無し

D

C

Ｈ25年度

実績無し

93 2-1

②
交
通
環
境
の
整
備

子どもや子ども連れの保護
者等が安心して通行できるよ
う、道路規制等の交通環境整
備を推進します。

■歩行者専用道路の整備
歩行者専用道路の整備を行
います。

　　　　２　安心・安全なまちづくりの推進

街路灯・反射鏡点検数 1,824 1,836 1,851 1,853 1,857

街路灯・反射鏡の設置・修繕数 84 118 99 95

Ｈ26年度

95 1-1

②
人
に
や
さ
し
い
ト
イ
レ
の
整
備

人工肛門温水洗浄システム
機能を備えた多目的トイレを
整備します。

管
財
課

なし。

Ｈ22年度 東豊中学校　１箇所設置

Ｈ23年度

なし。

Ｈ26年度 なし。

Ｈ24年度 なし。

Ｈ25年度

なし。

94 2-2

①
授
乳
児
・
育
児

コ
ー

ナ
ー

の
設
置

妊産婦や乳幼児連れの保護
者等が安心して外出できるよ
う、公共施設の環境整備を図
ります。

管
財
課

98

D

■取組状況

D
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事業等概要
所
管

評価取組状況

■防犯街路灯設置等補助 （単位：灯）

■取組状況

・各公園遊具の点検　148公園
・公園の維持補修（照明灯・遊具・外柵）
・公園遊具施設等の不具合件数467箇所
・山王四区公園・赤坂南公園・塩入公園・能ヶ田公園・鎌
倉公園・割山公園・大代公園・市役所前公園・新田中公
園・新丸山公園・石ヶ森１号公園・伝上山公園に遊具施
設を設置する。

Ｈ23年度

・公園施設、公園樹木は、年間業務委託により管理して
いる。

①遊具点検業務委託：148公園
②公園維持補修
・公園内照明灯修理：7箇所
・公園遊具施設等修理：20箇所
・既設公園外柵修理：8箇所
③公園施設等管理業務委託：27件
④公園等樹木管理業務委託：1件
⑤公園樹木伐採業務委託：0件
⑥樹木等病害虫防除業務委託：5件
⑦多賀城公園内バラ園の管理業務委託：427.0㎡
⑧公園草刈業務委託：6件
⑨花苗植栽：年2回

Ｈ24年度

合　　計 563 551 596

Ｈ25年度

C

Ｈ26年度

296

556

117新　　設

C

413

Ｈ22年度

3,309

96 2-3

①
防
犯
施
設
整
備

夜間の道路等の適正な照度
を確保するため、地域での防
犯灯設置や維持管理の支援
を行います。また、多賀城駅
周辺の事件、事故防止のた
め、警察官の立ち寄る場所の
確保を働きかけます。

交
通
防
災
課

3,123 3,175 3,241 3,288

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

97 2-3

②
街
区
公
園
の
整
備

子どもが安全に遊ぶことがで
きる空間をつくるため、公園
の整備を行います。

165 180 232 138

電気料補助

道
路
公
園
課

・公園施設、公園樹木は、年間業務委託により管理して
いる。

①遊具点検業務委託：149公園
②公園維持補修
・公園内照明灯修理：7箇所
・公園遊具施設等修理：20箇所
・既設公園外柵修理：8箇所
③公園施設等管理業務委託：27件
④公園等樹木管理業務委託：1件
・高木剪定：944本
・中木剪定：72本
・寄植剪定：1,783㎡
⑤公園樹木伐採業務委託：5件
⑥樹木等病害虫防除業務委託：5件
⑦多賀城公園内バラ園の管理業務委託：427.0㎡
⑧公園草刈業務委託：3件
⑨花苗植栽：年2回
⑩公園維持管理業務委託：1件

修　　繕 398 371 364 418
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■取組状況

市内一斉防犯パトロール4回実施
（8、10、12、2月に各1回）

Ｈ22年度
市内一斉防犯パトロール3回実施
（8、10、2月に各1回）

Ｈ24年度
市内一斉防犯パトロール4回実施
（8、10、12、2月に各1回）

C

Ｈ25年度

・公園施設、公園樹木は、年間業務委託により管理して
いる。

①遊具点検業務委託：149公園
②公園維持補修
・公園内照明灯修理
・公園遊具施設等修理
・既設公園外柵修理
③公園施設等管理業務委託
④公園等樹木管理業務委託
・高木剪定：907本
・中木剪定：106本
・寄植剪定：2,274㎡
⑤公園樹木伐採業務委託
⑥樹木等病害虫防除業務委託
⑦多賀城公園内バラ園の管理業務委託
⑧公園草刈業務委託
⑨花苗植栽
⑩公園維持管理業務委託

Ｈ26年度

・公園施設、公園樹木は、年間業務委託により管理して
いる。

①遊具点検業務委託：149公園
②公園維持補修
・公園内照明灯修理
・公園遊具施設等修理
・既設公園外柵修理
③公園施設等管理業務委託
④公園等樹木管理業務委託
・高木剪定：601本
・中木剪定：57本
・寄植剪定：1,783㎡
⑤公園樹木伐採業務委託
⑥樹木等病害虫防除業務委託
⑦多賀城公園内バラ園の管理業務委託
⑧公園草刈業務委託
⑨花苗植栽
⑩公園維持管理業務委託

98 2-3

③
防
犯
広
報
啓
発

犯罪等の発生を少なくするた
め、多賀城市防犯協会による
広報巡回活動や一斉パト
ロールを充実します。

交
通
防
災
課

Ｈ25年度
市内一斉防犯パトロール4回実施
（8、10、12、2月に各1回）

Ｈ26年度
市内一斉防犯パトロール4回実施
（8、10、12、2月に各1回）

Ｈ23年度

61
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事業
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事業等概要
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管
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■取組状況

・男女共同参画推進リーダー成講座開催(11人)：4回（9月
～10月）
・男女共同参画・多様な視点からの防災対策実践講座
(40人)
・広報多賀城掲載（6月号）
・ホームページ更新

Ｈ26年度
・男女共同参画研修(162人)：2回(10月16日)
・防災対策実践講座(34人)：１回(3月18日)
・減災市民会議ワークショップ(27人)：1回(3月19日)

Ｈ22年度

・市民との協働により、多賀城市男女共同参画基本計画
案の策定予定
・市民・職員会議
・男女共同参画推進リーダー養成講座
・広報多賀城掲載
・ホームページ更新

Ｈ23年度

・多賀城市男女共同参画推進計画『史都　多賀城　やさし
さ共生プラン』策定
・震災復興に向けたシンポジウム参加
・広報多賀城掲載
・ホームページ更新

Ｈ24年度

○人権啓発（男女共同参画）講演会開催　：1回（9月8日）
※H23年度未実施
・男女共同参画推進リーダー養成講座開催：5回（10月～
12月）※H23年度未実施
・広報多賀城掲載（6・8・9・10・2月号）
・ホームページ更新

Ｈ25年度

C100 1-1

②
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
広
報
啓
発
の
推
進

性別を尊重した上で、家事・
育児・介護など、家庭生活全
般にわたる性別役割分担意
識の解消と豊かな家庭生活
の実現を目指し、様々な機会
や媒体を通じて男女共同参
画の考え方を広報・啓発しま
す。
固定的な性別役割分担意識
に捉われない人材育成のた
め、教育機関や市民団体と
協働で、学校教育や生涯学
習の中で男女平等教育を推
進します。
男性の仕事・育児・介護など
への参加を促す啓発活動の
推進と女性の職場復帰等を
容易にする働きかけを実施し
ます。

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
課

取組状況

■取組状況

99 1-1

①
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援

に
向
け
た
環
境
づ
く
り

育児や介護などの家族的責
任に関する理解と協力を求め
るため、市内の事業所を対象
とした広報・啓発を充実しま
す。

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
課

・広報多賀城掲載
・ホームページ更新

Ⅴ　職業生活と家庭生活の両立

　　　　１　男性の子育て参画

C
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管

評価

■交通安全教室開催取組状況 （単位：回）

■取組状況

警察署、交通安全協会、交通
安全指導隊、交通安全母の
会などとの連携・協力により、
交通安全思想の普及啓発を
図ります。

7小学生 3

Ｈ22年度

・春の交通安全市民総ぐるみ運動
　春の交通安全運動推進会議
　4月6日～4月15日
・秋の交通安全市民総ぐるみ運動
　秋の交通安全運動推進会議
　9月21日～9月30日
・交通安全教室（体験型幼稚園児）の拡大

Ｈ23年度

・春の交通安全市民総ぐるみ運動
　春の交通安全運動推進会議
　5月11日～5月20日
・秋の交通安全市民総ぐるみ運動
　秋の交通安全運動推進会議
　9月21日～9月30日

102 1-1

②
交
通
安
全
関
係
団
体
と
の
連
携

C

交
通
防
災
課 4 12高齢者等 14

76 77幼児等 67

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度

C

Ｈ26年度

92合計 84 69 94

Ｈ26年度

・春の交通安全市民総ぐるみ運動
　春の交通安全運動推進会議
　4月6日～4月15日
・秋の交通安全市民総ぐるみ運動
　秋の交通安全運動推進会議
　9月21日～9月30日
・新入学児童に対し、黄色い帽子を配布（660枚）

　　　　１　子どもの交通安全を確保する活動の推進

Ｈ24年度

・春の交通安全市民総ぐるみ運動
　春の交通安全運動推進会議
　4月6日～4月15日
・秋の交通安全市民総ぐるみ運動
　秋の交通安全運動推進会議
　9月21日～9月30日
・交通安全教室（体験型幼稚園児）の廃止
・新入学児童に対し、黄色い帽子を配布（700枚）

2 8

7 8

90

7

①
交
通
安
全
教
育
の
啓

発
・
交
通
安
全
運
動

子どもの交通事故防止のた
め、交通安全教室を行い、交
通安全思想の普及啓発を図
ります。

63 74

交
通
防
災
課

Ｈ25年度

・春の交通安全市民総ぐるみ運動
　春の交通安全運動推進会議
　4月6日～4月15日
・秋の交通安全市民総ぐるみ運動
　秋の交通安全運動推進会議
　9月21日～9月30日
・新入学児童に対し、黄色い帽子を配布（680枚）

101 1-1

取組状況

Ⅵ　子どもの安全確保
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■取組状況

学
校
教
育
課

■取組状況

C

■取組状況

C

・春の交通安全市民総ぐるみ運動及び秋の交通安全市民総ぐるみ
運動期間中にパンフレット、リーフレット等の配布105 1-2

①
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
使
用
啓
発

チャイルドシートの使用につ
いて、警察署や交通安全協
会等の関係機関が作成した
パンフレットを配布して啓発し
ます。

交
通
防
災
課

すべての小中学校において実施している。
（10校）104 1-1

③
通
園
・
通
学
路
の

安
全
点
検

保育所・幼稚園・学校等の通
園・通学路の安全点検を学校
やPTAと連携して行います。

Ｈ24年度

・交通安全強化日における街頭指導
毎月の指導日(1・5・15・25及び小中学校の始業日、終業
日等)における街頭指導の実施
43日指導
指導箇所40箇所

Ｈ25年度

・交通安全強化日における街頭指導
毎月の指導日(1・5・15・25及び小中学校の始業日、終業
日等)における街頭指導の実施
39日指導
指導箇所40箇所

Ｈ26年度

・交通安全強化日における街頭指導
毎月の指導日(1・5・15・25及び小中学校の始業日、終業
日等)における街頭指導の実施
37日指導
指導箇所39箇所

Ｈ22年度

・交通安全強化日における街頭指導
毎月の指導日(1・5・15・25及び小中学校の始業日、終業
日等)における街頭指導の実施
47日指導
指導箇所37箇所

Ｈ23年度

・交通安全強化日における街頭指導
毎月の指導日(1・5・15・25及び小中学校の始業日、終業
日等)における街頭指導の実施
50日指導
指導箇所40箇所

103 1-1

③
通
園
・
通
学
路
の
安
全
点
検

保育所・幼稚園・学校等の通
園・通学路の安全点検を学校
やPTAと連携して行います。

交
通
防
災
課

C
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■取組状況

（単位：台）

■取組状況

ホームページや母子健康手帳配布の際に周知している。

※H26.8事業終了

-

93 84

Ｈ24年度 Ｈ25年度Ｈ22年度 Ｈ23年度

B

Ｈ22年度

○地域防災リーダー育成講座
　・実施回数：2回
○出前講座回数
　・実施回数：8回
○自主防災組織数：45団体

Ｈ23年度
○地域防災リーダー育成講座・出前講座
　・震災復旧のため未開催
○自主防災組織数：45団体

Ｈ24年度

○地域防災リーダー育成講座
　・実施回数：3回
講義「私たちの生活を守る気象観測」
実習「自主防災組織による非常時の応急活動」
講義「市の防災対策の現状について」
　・延参加者数：122名
○出前講座回数
　・実施回数：6回
○自主防災組織数：46団体

Ｈ25年度

○地域防災リーダー育成講座開催
　・実施回数：4回
○出前講座回数
　・実施回数：10回
○自主防災組織結成状況　46行政区
○防災・災殺手帳作成配布
　・作成部数30,000部
　・配布部数26,000部

Ｈ26年度

○地域防災リーダー育成講座開催
　・実施回数：3回
○出前講座回数
　・実施回数：13回
○自主防災組織結成状況　47行政区

107 2-1

①
自
主
防
犯
・
防
災
体
制
づ
く
り

交
通
防
災
課

防災リーダー育成や地域で
の自主防犯や防災の組織化
を促進し、地域において適切
で迅速な対応ができるよう体
制づくりを推進します。

　　　　２　子どもを犯罪等の被害から守る活動の推進

こ
ど
も
福
祉
課

68 75 15

Ｈ26年度

貸出台数

106 1-2

②
ベ
ビ
ー

シ
ー

ト
の
利
用
し

や
す
い
環
境
づ
く
り

ベビーシートの貸出を継続し
て実施します。
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■多賀城駅前警察立寄所利用状況

■多賀城市防犯協会連合会への補助額

■取組状況

交
通
防
災
課

市民が安全で安心して暮らせ
る地域づくりを推進するた
め、地域安全(防犯)運動の実
施や活動団体の支援、広報
活動を行います。

Ｈ24年度

　・多賀城市防犯協会連合会28団体加盟
・乗物盗抑止に向けた駅駐輪場対策
市内4駅で実施、12回（毎月1回）
・放置自転車クリーンアップ作戦2回（6月、10月）
　・市内一斉防犯パトロール
　・防犯啓発活動参加者数：計212人

Ｈ25年度

・多賀城市防犯協会連合会28団体加盟
・乗物盗抑止に向けた駅駐輪場対策
市内4駅で実施、12回（毎月1回）
・放置自転車クリーンアップ作戦2回（6月、10月）
　・市内一斉防犯パトロール
　・防犯啓発活動参加者数：計270人

Ｈ26年度

・多賀城市防犯協会連合会28団体加盟
・乗物盗抑止に向けた駅駐輪場対策
市内4駅で実施、12回（毎月1回）
・放置自転車クリーンアップ作戦2回（6月、10月）
　・市内一斉防犯パトロール
　・防犯啓発活動参加者数：計269人

109 2-1

③
防
犯
環
境
の
整
備

786,000 786,000

Ｈ22年度

・多賀城市防犯協会連合会28団体加盟
・乗物盗抑止に向けた駅駐輪場対策
市内4駅で実施、11回（毎月1回、3月中止）
・放置自転車クリーンアップ作戦2回（6月、10月）

Ｈ23年度

・多賀城市防犯協会連合会28団体加盟
・乗物盗抑止に向けた駅駐輪場対策
市内4駅で実施、7回（毎月1回、4月～8月中止）
・放置自転車クリーンアップ作戦1回（10月）
　・防犯啓発活動参加者数：計231人

C

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

786,000 786,000 786,000

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

回数（回） 1,446 395 233

延利用人数（人） 2,621 2,801 1,793 652 360

C108 2-1

②
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動

地域の防犯パトロール活動
の推進や地域における犯罪
情報等の共有化を図ります。

交
通
防
災
課

883 948
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■取組状況

交
通
防
災
課

防犯関係機関・団体やPTAな
どの学校関係者と連携し、学
校付近や通園・通学路、公園
等、地域の中での防犯活動
を推進します。

■取組状況

・青少年健全育成多賀城市民会議において関係機関の情報交換。
・防犯協会、教員、青少年補導員などとの合同での街頭補導 C111 2-2

関
係
機
関
・
団
体
と

の
連
携

防犯関係機関・団体やPTAな
どの学校関係者と連携し、学
校付近や通園・通学路、公園
等、地域の中での防犯活動
を推進します。

生
涯
学
習
課

C

Ｈ22年度

・市内一斉防犯パトロール（3回実施）
・会議等の参加（青少年育成多賀城市民会議総会）
・多賀城市防犯まちづくり推進協議会設立（6月30日）
　先進地視察、防犯まちづくり多賀城市民のつどいの実
施

Ｈ23年度

・市内一斉防犯パトロール（4回実施）
・会議等の参加（青少年育成多賀城市民会議総会）
・多賀城市防犯まちづくり推進協議会活動（震災により休
止）

Ｈ24年度

・市内一斉防犯パトロール（4回実施）
・会議等の参加（青少年育成多賀城市民会議総会）
・多賀城市防犯まちづくり推進協議会活動（総会、理事
会、各部会）
・多賀城市防犯まちづくり多賀城市民のつどい

Ｈ25年度

・市内一斉防犯パトロール（4回実施）
・会議等の参加（青少年育成多賀城市民会議総会）
・多賀城市防犯まちづくり推進協議会活動（総会、理事
会、各部会）
・多賀城市防犯まちづくり多賀城市民のつどい

110 2-2

関
係
機
関
団
体
と
の
連
携

Ｈ26年度

・市内一斉防犯パトロール（4回実施）
・会議等の参加（青少年育成多賀城市民会議総会）
・多賀城市防犯まちづくり推進協議会活動（総会、理事
会、各部会）
・多賀城市防犯まちづくり多賀城市民のつどい
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■防犯教室・講習取組状況

■防犯に関する情報提供取組状況

交
通
防
災
課

■防犯教室・講習
不審者に対する対応指導講
習や各種イベントでの防犯
コーナーの設置等による防犯
活動を行います。

112 2-3

①
防
犯
教
育
・
啓
発

C

C

Ｈ26年度
・防犯団体の研修会へ講師派遣
・防犯まちづくり多賀城市民のつどいでの講演、啓発活
動の実施（12月8日、330人参加）

Ｈ25年度

・市内一斉防犯パトロール時にチラシ・パンフレットの配
布（4回）
・多賀城市防犯まちづくり推進協議会構成団体（各部会）
へ会議時に犯罪状況等の資料提供

Ｈ26年度

・市内一斉防犯パトロール時にチラシ・パンフレットの配
布（4回）
・多賀城市防犯まちづくり推進協議会構成団体（各部会）
へ会議時に犯罪状況等の資料提供

■防犯に関する情報提供
子どもが犯罪の被害に遭わ
ないために、パンフレットを地
域や事業所へ配布して情報
提供や啓発を行います。

Ｈ22年度

・市内一斉防犯パトロール時にチラシ・パンフレットの配
布（3回）
・多賀城市防犯まちづくり推進協議会構成団体（市民、事
業所等）へ会議時に犯罪状況等の資料提供

Ｈ23年度

・市内一斉防犯パトロール時にチラシ・パンフレットの配
布（4回）
・多賀城市防犯まちづくり推進協議会構成団体（市民、事
業所等）へ会議時に犯罪状況等の資料提供

Ｈ24年度

・市内一斉防犯パトロール時にチラシ・パンフレットの配
布（4回）
・多賀城市防犯まちづくり推進協議会構成団体（市民、事
業所等）へ会議時に犯罪状況等の資料提供
・万引き防止啓発物品の配布

Ｈ22年度
・防犯団体の研修会へ講師派遣
・防犯まちづくり多賀城市民のつどいでの講演、啓発活
動、防犯コーナー設置の実施（11月14日、700人参加）

Ｈ23年度 ・防犯団体の研修会へ講師派遣

Ｈ24年度
・防犯団体の研修会へ講師派遣
・防犯まちづくり多賀城市民のつどいでの講演、啓発活
動の実施（10月27日、300人参加）

Ｈ25年度
・防犯団体の研修会へ講師派遣
・防犯まちづくり多賀城市民のつどいでの講演、啓発活
動の実施（11月16日、300人参加）
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■携帯電話を活用した不審者情報配信

■取組状況 （単位：件）

■取組状況

○心の教室相談員活用事業

○スクールカウンセラー

○スクールソーシャルワーカー

113 2-3

②

「
子
ど
も
1
1
0
番
の

家

」
普
及
・
支
援

子どもが犯罪等に遭いそうに
なった(遭った)ときの緊急避
難場所である「子ども110番
の家」の設置を進めます。

C

122

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

68 725 1,472 2,478

247

117 176

593 772 806

Ｈ25年度 Ｈ26年度

406

850

　　　　３　被害にあった子どもの保護

学
校
教
育
課

114 3-1

相
談
体
制
の
整
備

Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

相談日数（日） 413 414

231 255 265

相談延件数（件） 950 971

119

相談延人数（人） 161

1,056

相談延件数（件） 393 272

相談日数（日）

改善件数（件） 22 139 134 150

275 296

384 399

相談時間（時間） 702

380 786

283318 307

C

1,386 1,530 1,704

255 381

相談日数（時間）

児童数

Ｈ26年度

1,2131,1881,2211,051

1,1061,0611,152

2927172324

こ
ど
も
福
祉
課

■防犯に関する情報提供
子どもが犯罪の被害に遭わ
ないために、パンフレットを地
域や事業所へ配布して情報
提供や啓発を行います。

-

987登録者数

1,3541,253

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度

142

情報提供回数

255 283

Ｈ22年度

設置協力者 271 259

いじめなどによる精神的な苦
痛の軽減や立ち直りを支援
するため、スクールソーシャ
ルワーカー、スクールカウン
セラーや心の教室相談員を
配置し、相談体制を充実しま
す。

相談延件数（件） 218 173 318 645 825

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

学
校
教
育
課

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

相談延人数（人） 465
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価

■要保護児童対策地域協議会 （単位：回）

■取組状況

■取組状況

■保育所入所の配慮取組状況

■母子・父子世帯入所数 （単位：世帯）

■保育所入所における配慮
保育所入所における母子・父
子家庭等児童の優先的利用
に配慮します。

こ
ど
も
福
祉
課

107世帯数

119 2-1

①
子
育
て
の
支
援
サ
ー

ビ
ス
の

充
実

123128134

C

Ｈ22年度

保育の実施選考基準において、父母がいない世帯、父子または母
子世帯への加点を実施し、優先的に入所できるよう配慮している。

Ｈ26年度Ｈ25年度Ｈ24年度Ｈ23年度

138

　　　　２　ひとり親家庭の自立支援

マニュアルの作成
118 1-2

①
虐
待
予
防
対
策

子どもを虐待から守るため、
虐待予防・対策マニュアルの
活用を図ります。

こ
ど
も
福
祉
課

A

128実務者会議 C

C

411講演会 1 4

代表者会議 0 1

■取組状況

(児童ポルノに限らず）青少年補導員市内巡回による有害広告物の
除去、書店などの有害図書の配置指導

生
涯
学
習
課

115 1-1

①児
童ポ
ルノ
対策
の推
進

こ
ど
も
福
祉
課

117

要保護児童対策地域協議会において、関係機関との協力体制を
図っている。

1-1

③
虐
待
防
止
・
対
応
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ
く
り

虐待の防止、早期発見、援助
活動などの総合的な取り組
みを行うために、保健・医療・
福祉・教育をはじめとする関
係機関・団体や関係者と連携
して、児童虐待防止のネット
ワーク組織である多賀城市
要保護児童対策地域協議会
のさらなる充実を図ります。

こ
ど
も
福
祉
課

Ｈ22年度 Ｈ23年度

1 1

Ｈ24年度 Ｈ25年度

1

12128

取組状況

子どもが被写体のわいせつ
な画像や映像などの児童ポ
ルノは、当事者である子ども
に一生消えない傷を残すこと
から、こうした犯罪の被害か
ら子どもを守るための対策を
県や関係機関と連携しながら
推進します。

116 1-1

②
相
談
体
制
の
充
実

子どもや子育て世帯に対する
相談・支援機能を充実しま
す。

Ⅶ　保護を必要とする子どもへの支援

　　　　１　虐待防止対策の充実

C

Ｈ26年度
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■母子家庭等日常生活支援取組状況

■取組状況

C

・前年度同様の取組を行っている。
・平成25年度市営住宅入居補欠者38世帯のうち、母子世
帯補欠者21世帯、父子補欠者0世帯。そのうち3世帯が入
居、入居辞退0世帯。

・前年度同様の取組を行っている。
・平成22年度市営住宅入居補欠者47世帯のうち、母子世
帯補欠者20世帯。そのうち7世帯が入居、4世帯が入居辞
退。
・平成22年度ロングライフ多賀城新規入居者13世帯のう
ち、母子世帯は7世帯。

Ｈ23年度

・前年度同様の取組を行っている。
・平成23年度市営住宅入居補欠者41世帯のうち、母子世
帯補欠者19世帯。そのうち4世帯が入居、3世帯が入居辞
退。

Ｈ24年度

・前年度同様の取組を行っている。
・平成24年度市営住宅入居補欠者36世帯のうち、母子世
帯補欠者16世帯、父子補欠者1世帯。そのうち6世帯が入
居、5世帯が入居辞退。

Ｈ25年度

121 2-1

①子
育て
の支
援
サー
ビス
の充
実

■公営住宅入居における配
慮
公営住宅の供給における母
子・父子世帯等の入居につい
て配慮します。

都
市
計
画
課

Ｈ22年度

母子生活支援施設入所者
  ・1件（入所者数：4名）

Ｈ25年度

母子生活支援施設入所世帯数
　・1件（入所者数：3人）

家庭相談員3名で、情報提供・相談を受け付けている。

家庭相談員3名で、情報提供・相談を受け付けている。Ｈ22年度

Ｈ23年度

-Ｈ24年度

母子生活支援施設入所世帯数
  ・1件（入所者数：4名）

Ｈ26年度

120 2-1

①
子
育
て
の
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

■母子家庭等日常生活支援
母子生活支援施設等入所措
置を行い、一時的な施設入所
をすることにより自立に向け
た母子の生活を支援します。

こ
ど
も
福
祉
課

Ｈ26年度

・平成26年度より、公開抽選を行う空家定期募集（6月・9
月・12月・3月）を実施。
・平成26年度の募集状況は、6月3戸、12月3戸、3月1戸。
年度内の入居者6世帯のうち、母子世帯は3世帯。
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■母子家庭の母の自立支援取組状況

■給付金支給実績

3,384

0

2,961

0 0 0

122 2-1

②
経
済
支
援

■母子家庭の母の自立支援
母子家庭の母に対して「自立
支援教育訓練給付金」「高等
技能訓練促進費等給付金」を
給付し、就業を支援します。

高等職業訓練促進給付金自立支援教育訓練給付金

C

相談者に対しては家庭相談員3名で情報提供を行ってい
る。
宮城県仙台保健福祉事務所と共同でパンフレット等を公
共施設に配置している。

Ｈ26年度

2

金額（千円）件数（件）

相談者に対しては家庭相談員3名で情報提供を行ってい
る。
宮城県仙台保健福祉事務所と共同でパンフレット等を公
共施設に配置している。
窓口にひとり親家庭ｻﾎﾟｰﾄｶﾞｲﾄﾞを備付け情報提供を行っ
ている。
市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに情報掲載。

Ｈ25年度

Ｈ23年度

相談者に対しては家庭相談員3名で情報提供を行ってい
る。
宮城県仙台保健福祉事務所と共同でパンフレット等を公
共施設に配置している。

Ｈ24年度

相談者に対しては家庭相談員3名で情報提供を行ってい
る。
宮城県仙台保健福祉事務所と共同でパンフレット等を公
共施設に配置している。

0 0

Ｈ24年度 0 0

金額（円）件数（件）

2

こ
ど
も
福
祉
課

Ｈ23年度

Ｈ25年度 2

Ｈ26年度 0

0

相談者に対しては家庭相談員3名で情報提供を行ってい
る。
宮城県仙台保健福祉事務所と共同でパンフレット等を公
共施設に配置している。

Ｈ22年度

Ｈ22年度

2,046

42,110 1 1,692

2
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■児童扶養手当支給状況(各年年度末時点)

■母子・父子家庭医療費助成

■要保護児童対策地域協議会 （単位：回）

■その他取組状況

入院 - 65 2,639

-

対象
者
（人）

金額
（千円）

金額
（千円）

対象
者
（人）

件数
（件）

金額
（千円）

対象
者
（人）

5,609

件数
（件）

1,967 - 65 2,306

対象
者
（人）

件数
（件）

金額
（千円）

対象
者
（人）

件数
（件）

金額
（千円）

Ｈ２５年度 Ｈ２６年度

-

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

12,850

-

11,28313,823 - 5,556 10,883 - 5,786

計

53

1,676 5,851 13,5891,570 6,995 16,462 1,602

Ｈ２４年度

件数
（件）

区分

外来 - 6,930

72 2,571 - 59 2,059

124 2-1

②
経
済
支
援

■母子・父子家庭医療費助
成
ひとり親家庭に対して医療費
を助成することにより、ひとり
親家庭の生活の安定を図り
ます。

国
保
年
金
課

16,540 1,666 6,566 15,281

外来 - 6,831 13,969 - 6,507

区分

13,222

計 1,681 6,903

全部停止（人）

入院

-

256

こ
ど
も
福
祉
課

370

Ｈ25年度

44 42 54

211 262

Ｈ26年度

410

52

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度

361

663 686 669656

全部支給（人） 364 368

一部支給（人） 254 244

Ｈ26年度

4 41 1

304,790275,388 293,180 301,586 304,037

Ｈ24年度 Ｈ25年度

8 12 8 12

Ｈ22年度 Ｈ23年度

1

44

2-1

③
関
係
機
関
・
団
体
等
の
連
携

社会福祉協議会や民生委
員・児童委員、主任児童委員
等の連携強化を図ります。

こ
ど
も
福
祉
課

児童虐待防止啓発活動として、市民市でリフレクター・ポ
ケットティッシュを配布
市内商業施設の屋外電光掲示板に虐待防止啓発を呼び
かけるメッセージを掲載。
市内を走るバスに虐待防止ポスター掲示

Ｈ22年度
児童虐待防止啓発活動として、多賀城駅でポケットティッ
シュ6,000個を民生委員とともに配布

講演会

Ｈ26年度

児童虐待防止啓発活動として、市民市でリフレクター・ポ
ケットティッシュ・パンフレットを配布
市内商業施設の屋外電光掲示板に虐待防止啓発を呼び
かけるメッセージを掲載。
市内を走るバスに虐待防止ポスター掲示

C

実務者会議 12

Ｈ23年度
児童虐待防止啓発活動として、市内小中学校でポケット
ティッシュ6,000個を配布

Ｈ24年度

児童虐待防止啓発活動として、市内小中学校でポケット
ティッシュ6,000個を配布
市内商業施設の屋外電光掲示板に虐待防止啓発を呼び
かけるメッセージを掲載。

Ｈ25年度

123 2-1

②
経
済
支
援

■児童扶養手当の給付
母子・父子家庭への児童扶
養手当の給付を行い、生活
の安定を図ります。

支給金額（千円）

受給者数（人） 662

1 1代表者会議 0 1 1

125
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■相談支援事業の充実取組状況

■障害児相談件数

（単位：人）

■療育システムの推進取組状況

Ｈ24年度
上記に加え、効果的にサービス利用可能となるよう、計
画相談を相談事業所において実施しました。

保健師、社会福祉士の配置及び相談支援事業を宮城県
社会福祉協議会へ委託し相談窓口体制の充実を図りま
した。

Ｈ24年度

保健師、社会福祉士の配置及び相談支援事業を宮城県
社会福祉協議会へ委託し相談窓口体制の充実を図りま
した。

120

ぱれっと

Ｈ22年度
地域の療育体制及び太陽の家における現状と課題につ
いての把握を行いました。

市 304 156

267

110 41

446 171

128

けやき

3-1

障
害
児
の
相
談
・
療
育
体
制
の
充
実

障害児にとって、身近な地域
で支援が受けられるよう関係
機関との連携を強化し、相
談・療育体制の充実を図りま

す。

■相談支援事業の充実

■療育システムの推進

社
会
福
祉
課

156

Ｈ25年度
計画相談を推進するため、対応可能な相談支援事業所
を増やしました。

Ｈ26年度
計画相談を推進するため、市が業務委託する相談支援
事業所の相談員の人数を増やしました。

264

実人数

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数

336 130

138116 28 503

358

216 53 35 13

延人数 実人数 延人数 実人数

24 494 39

770

A

Ｈ23年度
ワーキングチームを立ち上げ、システム構築のための研
修会の開催と検討会を実施しました。

上記の取り組みの他、療育システム構築のため太陽の
家が平成２７年度より児童発達支援センターとなる方針を
出しました。

Ｈ25年度
児童発達支援センターの開設に向け、課題及びニーズ
把握のためのアンケート調査や第２期ワーキングを実施
しました。

Ｈ26年度
第２期ワーキング等での検討を重ね、児童発達支援セン
ターを核とした本市の療育体制を推進するための指針と
なる報告書をとりまとめました。

B

Ｈ22年度

258

Ｈ２５年度 Ｈ２６年度

Ｈ23年度

268

　　　　３　障害を持つ子どもの支援

108

380計

計 878 233 797 160

126

ぱれっと

市

けやき
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■療育システムの推進取組状況 （単位：回）

■取組状況 （単位：人）

■取組状況

こ
ど
も
福
祉
課

①
障
害
児
へ
の
支
援

3-2128

浮島保育所（2人）・あかね保育所（1人）・下馬みどり保育
園（2人）、つめ草保育園（1人）　で実施

Ｈ22年度
浮島保育所・あかね保育所で障害児保育実施
・浮島保育所受入実績：0人
・あかね保育所受入実績：0人

Ｈ23年度
浮島保育所・あかね保育所で障害児保育実施
・浮島保育所受入実績：3人
・あかね保育所受入実績：0人

在宅の障害児が養育訓練等
さまざまな支援を受けられる
よう、児童発達支援事業、
ショートステイ事業、放課後
等デイサービス事業及び地
域生活支援事業等の生活支
援を行います。
また、保育所、幼稚園等での
障害児保育を推進します。

18 12 16

Ｈ22年度 Ｈ23年度

児童デイサービス

62 62 62

A

Ｈ24年度
浮島保育所・あかね保育所で障害児保育実施
・浮島保育所受入実績：3人
・あかね保育所受入実績：0人

Ｈ25年度 浮島保育所（5人）・下馬みどり(３人）障害児保育実施

Ｈ26年度

38 38

ショートステイ

C

17 3

20 2422 22

41

日中一時支援

心理士による発達相談、言語聴覚士による言語相談
幼稚園や保育所に心理士が出向いての相談も実施している

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

127 3-1

障
害
児
の
相
談
・
療
育
体
制
の
充
実

障害児にとって、身近な地域
で支援が受けられるよう関係
機関との連携を強化し、相
談・療育体制の充実を図りま
す。

■相談支援事業の充実

■療育システムの推進

Ｈ23年度

健
康
課

Ｈ22年度

言語相談（言語聴覚士）

10 10

2 2 2 2

10

発達相談（心理士）

C

2

■相談支援事業の充実取組状況

あそびの教室（3歳以上児） 10 10 10

10 10

12 12 12 11 12

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

にこにこ教室（1～2歳児） 10 10

ケースカンファレンス

C

在宅の障害児が養育訓練等
さまざまな支援を受けられる
よう、児童発達支援事業、
ショートステイ事業、放課後
等デイサービス事業及び地
域生活支援事業等の生活支
援を行います。
また、保育所、幼稚園等での
障害児保育を推進します。

21

放課後等デイサービス

53 62

支給決定者 Ｈ25年度

50

Ｈ26年度Ｈ24年度

32
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■取組状況

■特別児童扶養手当支給状況 ※年度末時点

（単位：人）

■障害児福祉手当 （単位：件）

Ｈ23年度

135 137

Ｈ22年度

130 3-3

経
済
支
援

■特別児童扶養手当の給付
障害を持つ子どもの生活基
盤を経済的に支援するため
の特別児童扶養手当を支給
します。

こ
ど
も
福
祉
課

-

131対象児童(2級) 80 105 113 118

40

Ｈ25年度Ｈ24年度

受給者（全部停止） 7 7 9

40 41 42

8 10

Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度

支給件数

128

対象児童(1級) 43

131 3-3

経
済
支
援

■障害児福祉手当
重度の障害児を持つ家庭の
経済的負担を軽減するため、
障害児福祉手当を給付して
いきます。

社
会
福
祉
課

Ｈ22年度

②
早
期
療
育
支
援

Ｈ24年度
太陽の家通園児童実人数  ４３人（健常児１１人含む）
おひさまひろば通園実人数　２８人

太陽の家通園児童実人数　４１人（健常児含む）
おひさまひろば通園児童実人数　２７人

C

Ｈ25年度
太陽の家通園児童実人数  ３６人（健常児４人含む）
おひさまひろば通園実人数　２９人

Ｈ26年度
太陽の家通園児童実人数 ２３人（健常児１人含む）
おひさまひろば通園実人数　２９人

Ｈ22年度

C

Ｈ23年度
太陽の家通園児童実人数　４０人（健常児含む）
おひさまひろば通園児童実人数　２３人

210 232 237 239 251

Ｈ26年度

Ｈ26年度

149 152受給者（全部支給）

発達に遅れが見られ、個別
支援が必要と思われる乳幼
児の発達を促すため、心身
障害児通園施設「太陽の家」
において、早期療育支援を促
進します。

社
会
福
祉
課

129 3-2
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№
事業
名等

事業等概要
所
管

評価取組状況

■心身障害者医療費助成

■取組状況

■取組状況 （単位：人）

■取組状況

14,912 44,429

65歳未満 464 7,682

10,427

107,384 961

対象者
（人）

件数
（件）

21,185 82,371

499 11,744

区分

132 3-3

経
済
支
援

■心身障害者医療費助成
心身に障害を持つ子どもの
家庭に対して医療費を助成
することより、適正な医療機
会の確保及び経済的負担の
軽減を図ります。

国
保
年
金
課

27,254

区分

Ｈ２４年度

金額
（千円）

計 1,026

件数
（件）

金額
（千円）

468

-

区分

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度

16,827 53,766 49965歳以上 545

481

金額
（千円）

対象者
（人）

件数
（件）

金額
（千円）

金額
（千円）

対象者
（人）

件数
（件）

51,160

65歳未満

Ｈ２５年度

対象者
（人）

件数
（件）

65歳以上 525

計

計 963 19,426 77,426 25,301 98,143

993 26,571 105,207

10,544 54,047

65歳未満

42,126 482 10,389 53,714

65歳以上

Ｈ２６年度

対象者
（人）

1,008

35,300 526

Ｈ22年度
広報・ホームページに「障害者週間」の記事を掲載しまし
た。

Ｈ23年度 震災により広報に掲載できませんでした。

133 3-4

①
共
生
理
念
の
啓
発
・
広
報

障害児が社会参加できるよう
共生社会の理念の啓発・広
報進めていきます。

社
会
福
祉
課

Ｈ24年度
広報・ホームページに「障害者週間」の記事を掲載しまし
た。

16,027

Ｈ25年度 広報に「障害者週間」の記事を掲載しました。

Ｈ26年度 広報に「障害者週間」の記事を掲載しました。

日中一時支援 18 12 16 17

児童デイサービス 32 38 38

放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 41

3

ショートステイ 22 22

135 3-4

③
障
害
児
に
配
慮
し

た
生
活
環
境

ユニバーサルデザインに配
慮した生活環境づくりやハー
トビル法、交通バリアフリー法
に基づくバリアフリー化を推
進します。

社
会
福
祉
課

134 3-4

②
社
会
参
加
へ
の
促
進

障害児への理解を深めるた
めの情報を提供し、社会参加
を促進しやすい環境づくりを
進めます。また、福祉サービ
スの利用により、外出等が気
軽にできるよう支援します。

社
会
福
祉
課

Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

50

13,130 39,522

8,055 42,84953,618 462

C

道路・公園、その他の公共施設等について、新設、整備の際にユニ
バーサルデザインへの配慮を働きかけていく。

21 20 24

C

C

支給決定者数
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目標値が設定されている事業

各種サービス・事業の指標の設定

（１）平日昼間の保育サービス

（２）夜間帯の保育サービス

（３）病児・病後児保育事業

２

項　　　　目 前期計画目標
平成２１年度
現状値

平成２６年度
目標値

平成２６年度
実績値

４００

【保育５サービス】認可保育所、家庭的保育、事業所内保育、認証・認定保育所、その他の保育
所

３
歳
以
上
児

４７２ ４３０ ５２０ ５４０

【保育５サービス】認可保育所、家庭的保育、事業所内保育、認証・認定保育所、その他の保育
所

３
歳
未
満
児

２９８ ２８０ ３５０
目標事業量
（人）

認可保育所

目標事業量
（人）

認可保育所

５４０

【保育６サービス】保育サービス５に幼稚園の預かり保育を加えたもの

なし なし １ なし

なし

３
歳
以
上
児

保
育
サ
ー
ビ
ス

目標事業量（人）
(認可保育所+家庭的保
育所+預かり保育)

なし ４３０ ５２０

なし １，４７５ なし

目標事業量
（カ所）

目標事業量
（回数）

特定保育

＊「保育５サービス」とは、認可保育所、家庭的保育、事業所内保育、認証・認定保育所、その他の保育所

＊「保育６サービス」とは、保育サービス５に幼稚園の預かり保育を加えたもの

＊「特定保育」とは、週２．３日程度、又は午前か午後のみ必要に応じて利用できる保育サービス

項　　　　目 前期計画目標
平成２１年度
現状値

平成２６年度
目標値

平成２６年度
実績値

１２

項　　　　目 前期計画目標
平成２１年度
現状値

平成２６年度
目標値

平成２６年度
実績値

２２５ １３５ １８０ １８０

９ ９ １１

目標事業量
（人）

目標事業量
（カ所）

延長保育事業

１

なし なし １，１８０ ８９１

なし なし １

目標事業量
（回数）

目標事業量
（カ所）

病児対応型・
病後児対応型
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（４）一時預かり事業

（５）放課後児童健全育成事業

（６）放課後子ども教室

（７）地域子育て支援拠点事業

（８）ファミリーサポートセンター事業

なし なし １ １

４，９５２

なし なし ２ 3

目標事業量
(人）

目標事業量
（カ所）

項　　　　目 前期計画目標
平成２１年度
現状値

平成２６年度
目標値

平成２６年度
実績値

なし なし ２，９５０

３２０

項　　　　目 前期計画目標
平成２１年度
現状値

平成２６年度
目標値

平成２６年度
実績値

３２０ ２４０ ４５０

１ １ １ １
目標事業量
（カ所）

ファミリーサポー
トセンター事業

３

項　　　　目 前期計画目標
平成２１年度
現状値

平成２６年度
目標値

平成２６年度
実績値

地域子育て支
援拠点事業

１ １

平成２６年度
実績値

なし

一時預かり事業

目標事業量
（カ所）
センター型

目標事業量
(人）

うち1年～
3年

目標事業量
(カ所）

放課後児童健
全育成事業

目標事業量
（カ所）

放課後子ども教
室

なし なし ３ ４

６ ６ ８ ８

前期計画目標
平成２１年度
現状値

平成２６年度
目標値

平成２６年度
実績値

３２０

３２０

うち病後児
対応型(カ
所)

項　　　　目

項　　　　目 前期計画目標
平成２１年度
現状値

平成２６年度
目標値

２４０ ４５０
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